
道
中
日
記
に
み
る
四
国
遍
路

―
「
四
国
西
国
順
拝
記
」
を
中
心
に
―

井
　
上
　
　
　
淳

『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
一
号（
二
〇
〇
六
年
三
月
発
行
）抜
刷
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近
年
、
江
戸
時
代
の
道
中
日
記
を
素
材
と
し
た
本
の
刊
行
が
相
次
い
で
い
る
。
例
え
ば
、

西
和
夫
編
の
『
伊
勢
道
中
日
記
―
旅
す
る
大
工
棟
梁
―
』（1）

で
は
、
相
模
大
山
の
大
工
棟
梁
で

あ
る
手
中
明
王
太
郎
敏
景
が
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
伊
勢
を
は
じ
め
金
毘
羅
宮
・

善
光
寺
な
ど
を
参
詣
し
た
際
の
道
中
日
記
を
も
と
に
、
他
の
道
中
日
記
と
の
比
較
な
ど
幅
広

い
視
点
か
ら
そ
の
旅
の
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
金
森
敦
子
の
『
芭
蕉
は
ど
ん
な
旅
を
し

た
の
か
―
「
奥
の
細
道
」
の
経
済
・
関
所
・
景
観
―
』（2）

で
は
、
そ
の
眼
は
松
尾
芭
蕉
の
「
奥

の
細
道
」
の
旅
に
注
が
れ
つ
つ
も
、
芭
蕉
以
降
の
東
北
を
旅
し
た
旅
人
た
ち
の
道
中
日
記
を

多
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
日
の
歩
く
距
離
、
泊
ま
っ
た
場
所
、
関
所
の
様
子
、
旅

に
か
か
る
費
用
な
ど
、
江
戸
時
代
の
旅
の
具
体
像
に
も
鋭
く
迫
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
で
泊

ま
る
旅
籠
屋
、
飯
盛
旅
籠
、
本
陣
な
ど
多
様
な
宿
の
姿
を
紹
介
し
た
深
井
甚
三
『
江
戸
の
宿

―
三
都
・
街
道
宿
泊
事
情
―
』（3）

、
団
体
旅
行
、
温
泉
好
き
、
大
量
の
お
み
や
げ
の
ル
ー
ツ
を

江
戸
時
代
に
求
め
た
神
崎
宣
武
『
江
戸
の
旅
文
化
』（4）

、
伊
勢
参
宮
に
関
わ
る
様
々
な
費
用
を

算
出
し
た
金
森
敦
子
『
伊
勢
詣
と
江
戸
の
旅
―
道
中
日
記
に
見
る
旅
の
値
段
―
』（5）

な
ど
、
江

戸
時
代
の
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
書
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
中
日
記
の
資
料
的
な
価
値
に
着
目
し
た
研
究
が
進
み
、
多
彩
な
切
り
口

か
ら
江
戸
時
代
の
旅
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
そ
こ
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
道
中
日
記
の
ほ
と
ん
ど
が
、
伊
勢
参
り
や
そ
れ
に
と
も
な
う
西
国
三
十
三

カ
所
巡
礼
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
定
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
四
国
遍
路
の
道
中
日
記
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
大
金
を
は
た
い
て
の
伊
勢
神
楽
の
奉
納
や
大
量
の
お
み
や
げ
の
購
入
な

ど
、
娯
楽
と
い
う
文
字
で
く
く
ら
れ
が
ち
な
江
戸
時
代
の
旅
の
姿
を
相
対
化
し
て
い
き
た
い
。

一
、
は
じ
め
に

具
体
的
に
は
、
京
都
の
商
人
が
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
に
四
国
遍
路
と
西
国
巡
礼
を
行

っ
た
際
の
道
中
日
記
、「
四
国
西
国
順
拝
記
」（6）

（
以
下
、「
順
拝
記
」
と
す
る
）
を
取
り
上
げ

る
。
四
国
遍
路
の
道
中
日
記
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
あ

る（7）

。
そ
の
中
で
多
く
の
研
究
が
扱
っ
て
い
る
道
中
日
記
は
、
京
都
智
積
院
の
僧
、
澄
禅
が
承

応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
四
国
遍
路
し
た
時
の
『
四
国
遍
路
日
記
』
で
あ
る
が
、
こ
の
道
中

日
記
は
四
国
遍
路
の
普
及
を
志
し
た
修
業
僧
の
日
記
で
あ
り
、
四
国
遍
路
の
大
半
を
占
め
て

い
た
民
衆
の
日
記
と
は
い
い
が
た
い
。
上
層
農
民
が
書
き
記
し
た
四
国
遍
路
の
道
中
日
記
も

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
日
付
、
地
名
、
寺
名
と
金
銭
の
出
納
を
簡
単
に
書
き
記

し
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
四
国
遍
路
の
内
実
を
う
か
が
う
に
は
あ
ま
り
に
も
情
報
量

が
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
四
国
西
国
順
拝
記
」
は
道
中
の
様
子
は
勿

論
、
食
事
や
宿
泊
し
た
宿
の
感
想
に
至
る
ま
で
か
な
り
細
か
い
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
極

め
て
具
体
性
に
富
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
情
報
量
が
多
い
こ
の
「
四
国
西
国
順
拝
記
」
を

中
心
に
お
き
、
他
の
四
国
遍
路
の
道
中
日
記
も
用
い
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
四
国
遍
路
の
実

像
に
迫
り
た
い
。
ま
た
、
文
字
資
料
で
あ
る
道
中
日
記
だ
け
で
な
く
、
大
和
田
原
本
の
仏
絵

師
西
丈
が
四
国
遍
路
し
た
時
に
描
い
た
「
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
」（8）

な
ど
、
絵
画
資
料
に
つ

い
て
も
一
部
活
用
を
試
み
る
。

「
四
国
西
国
順
拝
記
」
は
、
平
成
十
年
度
に
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
が
大
阪
の
古
書
店

よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
四
冊
か
ら
な
り
、
構
成
は
第
一
巻
が
四
国
遍
路
の
案

内
記
、
第
二
巻
が
西
国
巡
礼
の
案
内
記
、
第
三
巻
が
道
中
日
記
に
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
第

四
巻
に
四
国
遍
路
の
納
経
帳
が
付
属
し
て
い
る
。
第
一
巻
と
第
二
巻
は
『
四
国
遍
路
道
指
南
』

二
、「
四
国
西
国
順
拝
記
」
の
内
容

道
中
日
記
に
み
る
四
国
遍
路
　

―
「
四
国
西
国
順
拝
記
」
を
中
心
に
―

井
　
上
　
　
　
淳
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や
『
四
国
遍
路
霊
場
記
』
な
ど
の
既
存
の
案
内
記
か
ら
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
に
対
し

て
、
第
三
巻
は
実
際
に
旅
し
た
際
の
道
中
日
記
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
巻
の
冒
頭
に
は
こ
の
旅
の
往
来
手
形
の
下
書
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
掲
げ
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

道
中
往
来
一
札
　
　
　
　
下
書

一
京
都
烏
丸
通
五
條
下
ル
町
住
人
升
屋
徳
兵
衛
と
申
者
、
代
々
東
本
願
寺
門
徒
ニ
而
当

寺
旦
那
ニ
紛
無
之
候
、
此
仁
年
来
願
望
ニ
付
今
般
諸
国
霊
仏
霊
社
等
巡
参
仕
度
同
行

左
之
通
召
連
罷
出
申
候
、
道
中
ニ
於
而
萬
一
病
死
等
如
何
様
之
義
有
之
候
共
、
其
所

如
御
定
法
御
取
置
可
被
下
候
、
尤
同
行
之
者
御
座
候
之
間
願
筋
等
有
之
候
ハ
ゝ
御
取

上
御
聞
届
可
被
下
候
、
勿
論
此
一
札
を
以
往
来
共
道
中
川
々
宿
々
　
御
関
所
無
滞
御

通
シ
可
被
下
奉
願
候
、
依
而
往
来
一
札
如
件

文
化
六
年
巳
二
月

東
本
願
寺
末
光
善
寺
掛
所
烏
丸
通
魚
店
下
ル
所

唯
願
寺
　
印

同
行

道
中
川
々
宿
々

御
関
所

御
役
人
中
　

往
来
手
形
は
東
本
願
寺
の
末
寺
で
あ
る
唯
願
寺
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
旅
が
「
烏

丸
通
五
条
下
ル
」
に
住
ん
で
い
た
京
都
の
商
人
升
屋
徳
兵
衛
一
行
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

で
は
、
こ
の
京
都
の
商
人
升
屋
徳
兵
衛
が
な
ぜ
遍
路
・
巡
礼
の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
道
中
日
記
で
あ
る
第
三
巻
の
序
の
記
述
に
よ
り
う
か
が

え
る
。文

化
六
巳
年
に
此
度
四
国
偏
礼
を
お
も
ひ
た
ち
し
は
、
弥
四
郎
甲
子
の
と
し
風
度
病
気

に
お
か
さ
れ
て
、
霜
星
を
か
さ
ね
て
仏
神
御
加
護
を
蒙
り
た
き
存
念
、
祈
念
信
心
す
と

い
へ
と
も
今
に
そ
の
か
い
も
な
し
侍
り
、
何
卒
此
た
ひ
は
伏
見
し
る
人
に
て
市
右
衛
門

殿
と
云
人
の
御
思
召
よ
り
、
四
国
参
詣
宜
し
き
仰
下
さ
れ
て
よ
り
一
統
に
気
ふ
く
致
さ

れ
参
詣
す
相
定
り
、

こ
こ
に
は
、
弥
四
郎
と
い
う
人
物
が
原
因
不
明
の
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
平
癒
を
祈
っ
て

遍
路
・
巡
礼
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
弥
四
郎
と
最
初
の
往

来
手
形
に
あ
っ
た
徳
兵
衛
と
の
関
係
は
、
別
の
記
述
に
よ
り
子
供
と
父
親
で
あ
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
ま
た
、
旅
に
は
こ
の
親
子
二
人
の
ほ
か
に
弥
四
郎
の
妻
、
せ
む
が
同
行
し
て
い
る
。

弥
四
郎
と
せ
む
と
の
間
に
は
二
人
の
子
供
が
い
た
が
、
せ
む
は
夫
の
病
気
の
平
癒
を
祈
っ
て
、

兄
の
弥
太
郎
を
自
分
の
親
の
里
に
、
妹
の
方
を
乳
母
に
頼
み
非
常
な
る
決
意
を
も
っ
て
こ
の

旅
に
臨
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
旅
に
は
荷
物
を
も
つ
荷
物
人
が
一
人
付
い
て
い
る
。
荷
物

人
は
、
こ
の
旅
が
病
人
と
女
性
を
連
れ
た
旅
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
雇
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
升
屋
が
こ
う
し
た
長
期
の
旅
に
お
い
て
荷
物
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
裕

富
な
商
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
ま
り
、「
順
拝
記
」
は
、
升
屋
徳
兵
衛
（
徳
子
）、
弥
四
郎
（
弥
子
）、
せ
む
（
専
子
）、

荷
物
人
（
庄
子
）
の
四
人
に
よ
る
旅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主
な
ル
ー
ト
を
あ
ら
か
じ

め
に
整
理
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

京
都
（
二
・
二
九
）→

高
砂
（
三
・
四
）→

丸
亀
（
三
・
六
）→

金
毘
羅
（
三
・
七
）

→

七
八
番
道
場
寺
（
三
・
八
）→

阿
波
鳴
門
（
三
・
一
三
）→

徳
島
（
三
・
一
七
）→

土
佐
甲
浦
（
三
・
二
三
）→

三
一
番
五
台
山
（
三
・
二
九
）→

伊
予
城
辺
（
四
・
九
）

→

道
後
（
四
・
一
六
）→

堀
江
（
四
・
一
八
）→

厳
島
（
四
・
二
〇
）→

大
三
嶋
（
四

・
二
三
）→

七
七
番
道
隆
寺
（
五
・
一
）→

丸
亀
（
五
・
五
）→

牛
窓
（
五
・
七
）→

城
之
崎
湯
本
（
五
・
一
四
）→

桑
名
（
五
・
二
五
）→

伊
勢
参
宮
（
五
・
二
七
）→

熊

野
権
現
（
六
・
三
）→

紀
三
井
寺
（
六
・
八
）→

石
山
寺
（
六
・
一
五
）→

京
都

（
六
・
二
二
）
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こ
の
よ
う
に
「
順
拝
記
」
は
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
二
月
二
九
日
に
京
都
を
出
発
し

て
か
ら
四
国
遍
路
と
西
国
巡
礼
を
め
ぐ
り
六
月
二
二
日
に
京
都
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
一
一

二
日
間
に
及
ぶ
旅
の
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
順
拝
記
」
の
旅
は
、
関
東
・
東
国
の
旅
人

の
最
も
典
型
的
な
コ
ー
ス
と
さ
れ
る
「
伊
勢
参
宮
＋
西
国
巡
礼
ル
ー
ト
」
に
四
国
遍
路
と
金

毘
羅
・
厳
島
参
詣
を
加
え
た
か
な
り
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
一

一
二
日
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
旅
の
う
ち
、
四
国
遍
路
の
部
分
に
限
定
し
て
、
他
の
道
中

日
記
な
ど
も
援
用
し
な
が
ら（9）

、
江
戸
時
代
後
期
の
四
国
遍
路
の
様
相
を
み
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
旅
を
す
る
際
の
装
束
や
荷
物
を
は
じ
め
、
関
所
に
お
け
る
手
続
き
や
当
時
の

四
国
の
交
通
事
情
、
宿
や
食
事
及
び
そ
れ
ら
旅
に
か
か
る
経
費
、
四
国
遍
路
を
受
け
入
れ
る

接
待
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

（
一
）
旅
の
装
束
と
荷
物

ま
ず
、
旅
装
束
で
あ
る
が
、
四
国
遍
路
の
一
般
的
な
姿
を
現
し
た
と
思
わ
れ
る
『
四
国
遍

路
道
指
南
』（10）

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
負
俵
・
め
ん
つ
う
・
笠
杖
・
ご
ざ
・
脚
半
・
足
半
あ
し
な
か

、
其
外
資
其
心
に
ま
か
せ
ら
る
べ

し
、
惣
じ
て
足
半
に
て
つ
と
む
べ
し
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
、
草
鞋
は
札
所
ご
と
に
手

水
な
き
事
有
て
手
を
汚
す
ゆ
へ
に
、
但
草
履
わ
ら
う
つ
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず

負
俵
は
中
に
荷
物
を
入
れ
紐
を
か
け
て
背
負
う
も
の
で
、
挿
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
め

ん
つ
う
は
「
面
桶
」
と
書
き
、
柳
行
李
の
弁
当
箱
で
あ
る
。
そ
の
他
、
頭
に
か
ぶ
る
笠
、
手

に
も
つ
杖
、
ご
ざ
（
茣
蓙
）、
脚
半
、
踵
の
部
分
が
な
い
足
半
が
記
さ
れ
て
い
る
。
足
半
を
用

い
る
の
は
、
草
鞋
だ
と
札
所
に
よ
っ
て
は
手
水
が
な
く
て
手
を
汚
す
た
め
で
、
ま
た
草
履
や

わ
ら
う
つ
（
藁
履
）
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、「
順
拝
記
」
に
は
旅
装
束
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
は
少
な
い
が
、
わ
ず
か
に
せ
む
の

三
、「
四
国
西
国
順
拝
記
」
に
み
る
四
国
遍
路

み
装
束
の
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
子
軈
て
旅
の
繕
ひ
支
度
な
と
貯
へ
金
な
と
出
来
候
而
、
夫
よ
り
青
梅
色
大
嶋
袷
、
南

京
形
し
ゆ
は
ん
紫
絞
の
衿
を
か
け
、
青
梅
黄
格
子
帯
、
抱
紫
紋
も
め
ん
布
三
尺
お
ひ
着

し
、
白
木
綿
脚
半
足

　
（
絆
）
　
袋
に
て
笠
を
ふ
か
く
き
な
し
て
、
扨
草
鞋
な
と
は
、
江
州
長
浜
の

人
、
あ
さ
と
云
が
は
か
せ
ら
る
ゝ
を
見
て

せ
む
は
南
京
形
の
襦
袢
に
青
梅
縞
の
袷
を
着
て
、
衿
に
は
紫
の
半
衿
を
付
け
、
青
梅
色
と

黄
色
の
格
子
の
帯
を
し
め
、
足
下
に
は
白
木
綿
の
脚
絆
と
足
袋
を
付
け
て
草
鞋
を
は
き
、
頭

に
は
笠
を
か
ぶ
る
と
い
う
出
で
立
ち
で
四
国
を
廻
り
歩
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
青
梅
縞
の

袷
が
四
国
に
は
な
い
よ
う
な
京
都
に
お
け
る
当
時
の
最
新
の
流
行
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
接
待
を
受
け
た
際
の
地
元
の
女
性
と
せ
む
と
の
次
の
よ
う
な
会
話
か
ら
も
う
か

が
え
る
。

御
施
に
預
り
緩
々
休
息
致
し
、
御
遍
路
さ
ま
い
、
い
つ
国
と
御
尋
有
候
侭
御
恥
し
な
か

ら
京
に
て
さ
ふ
ら
と
申
う
ち
、
内
室
専
子
青
梅
袷
ニ
て
扨
々
う
る
わ
し
き
嶌
に

　
（
縞
）
　
て
何
と

申
と
尋
ら
れ
、
御
恥
し
な
か
ら
青
梅
し
ま
に
て
も
う
し
け
る
、
彼
う
ち
女
中
二
三
人
京

都
へ
近
年
の
う
ち
参
り
候
ハ
ゝ
最
早
田
舎
へ
も
帰
る
ま
じ
と
咄
承
候

四
国
遍
路
と
い
う
と
現
在
白
装
束
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年

の
四
国
遍
路
の
記
録
「
四
国
遍
礼
名
所
図
絵
」
に
付
さ
れ
た
挿
絵
の
遍
路
の
ほ
と
ん
ど
が
縞

か
格
子
の
着
物
を
着
て
い
る
ほ
か
、
明
治
中
期
の
四
国
遍
路
の
絵
馬
に
も
縞
や
格
子
、
あ
る

い
は
紺
の
無
地
の
着
物
を
着
た
遍
路
が
描
か
れ
て
い
る（11）

。
図
１
は
「
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
」

の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
が
、
四
国
遍
路
を
す
る
田
原
本
仏
絵
師
西
丈
の
服
装
は
や
は
り
紺
地

の
着
物
で
、
灰
色
の
股
引
を
は
き
、
脚
絆
を
つ
け
て
い
る
。
手
に
は
「
大
和
国
」
と
記
さ
れ

た
菅
笠
と
杖
を
も
ち
、
足
に
は
わ
ら
じ
を
は
い
て
い
る
。
荷
物
を
背
中
に
背
負
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
通
常
の
荷
物
の
ほ
か
絵
の
道
具
も
入
っ
て
い
た
た
め
か
、
や
や
大
き
い
荷
物
に

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
遍
路
は
、
伊
勢
参
り
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の
旅
人
と
同
様
に
丈
夫
で
汚
れ
が
目
立
た
な
い
紺
、
縞
、
格
子
の
着
物
を
着
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
た
だ
し
、
京
都
の
上
級
商
家
出
身
の
せ
む
の
場
合
、
そ
の
な
か
で
も
当
時
京
都
で
流

行
し
て
い
た
青
梅
縞
の
着
物
を
着
て
い
た
た
め
、
他
の
遍
路
と
は
ど
こ
か
違
っ
て
見
え
た
よ

う
で
、
そ
の
せ
い
か
土
佐
の
種
崎
で
は
六
、
七
十
人
の
村
人
が
せ
む
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま

っ
て
い
る
。

次
に
旅
の
荷
物
で
あ
る
が
、
こ
の
旅
に
携
帯
し
た
荷
物
に
つ
い
て
は
、「
順
拝
記
」
の
第
二

巻
の
巻
末
に
用
意
物
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

用
意
物
　
　
　
札
は
さ
み
六
百
枚
斗
納
経

笠
　
袷
単
物
　
俗
衣
帯
　
三
尺
帯
　
し
り
当
弐
　
巾
道
着
　
襦
袢
　
紙
大
袋
　
脇
差

扇
子
　
も
ゝ
引
　
脚
半
　
打
か
け
　
背
覆
骨
柳
　
手
拭
　
雨
合
羽
　
め
し
骨
柳
　
風
呂

鋪
小
一
　
紐
弐
間
斗
弐
筋
　
鞋
一
足
　
あ
ミ
　
□
た
か
□
　
三
年
袋
　
半
紙
　
道
中
記

た
は
こ
入
　
き
せ
る
　
矢
立
　
磁
石
　
火
縄
　
金
銀
入
　
油
薬
　
小
刀
　
耳
か
き

小
は
さ
み
　
き
り
　
は
な
尾
す
け
　
菜
箸
　
御
守
　
甘
草
　
た
は
こ
用
意
　
苧
銭
さ
し

砂
糖
　
漬
物
　
和
布
刈
粉
　
竹
昆
布
上
煮
　
梅
干
し
そ
う
ス
ミ
見
合
　
ウ
ニ
カ
ウ
ル

廣
□
　
そ
て
ぬ
き
薬
　
熊
膽
半
其
粉
足
豆
ニ
宜
敷
　
雄
黄
　
五

散
さ
ん
薬
　
寄
応

丸
　
里
丸
子
　
諸
薬
　
ケ
イ
フ
ン
　
ら
う
そ
く
紙
い
な
□
　
提
灯
　
銭
財
布
　
打
替

火
打
袋
同
つ
ち
石
届
上
ケ
　
此
外
其
節
考
有
増
を
記
置

用
意
物
の
記
述
か
ら
は
、
様
々
な
も
の
が
宿
に
揃
っ
て
い
る
現
在
の
旅
と
違
い
、
江
戸
時

代
の
旅
人
が
実
に
多
く
の
も
の
を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
笠
・
袷
単
物
・

俗
衣
帯
・
三
尺
帯
・
し
り
当
・
巾
道
着
・
襦
袢
は
い
ず
れ
も
身
に
付
け
る
も
の
で
、
も
ゝ
引
・

脚
半
は
足
ま
わ
り
で
虫
や
茨
か
ら
身
を
守
っ
た
。
汗
を
拭
う
手
拭
い
や
雨
具
で
あ
る
雨
合
羽

の
ほ
か
、
火
縄
・
磁
石
・
小
刀
・
耳
か
き
・
小
は
さ
み
な
ど
、
細
か
い
が
あ
る
と
便
利
な
品
々

も
持
ち
歩
い
て
い
る
。
紐
は
宿
に
着
い
た
時
に
張
り
わ
た
し
手
拭
い
や
濡
れ
た
も
の
を
干
す

の
に
用
い
た
。
ま
た
、
日
々
の
道
中
を
書
き
付
け
る
道
中
日
記
と
矢
立
も
持
ち
歩
い
て
お
り
、

こ
の
「
順
拝
記
」
の
も
と
に
な
る
下
書
が
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
砂
糖
・
漬
物
・
和

布
刈
粉
・
竹
昆
布
上
煮
・
梅
干
し
は
保
存
食
に
あ
た
る
も
の
で
、
道
中
や
宿
で
副
食
に
欠
く

図1 田原本仏絵師が三津浜の商人と出会う場面（『中国四国名所旧跡図』）
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よ
う
な
場
合
に
食
し
た
。
ウ
ニ
カ
ウ
ル
・
そ
て
ぬ
き
薬
・
熊
膽
・
半
其
粉
・
雄
黄
・
五

散
・
寄
応
丸
・
里
丸
子
な
ど
の
薬
類
も
持
ち
歩
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ウ
ニ
カ
ウ
ル
は
ウ

ニ
コ
ー
ル
の
こ
と
で
一
角
の
牙
か
ら
製
し
た
毒
消
し
・
健
胃
剤
、
熊
膽
は
熊
の
胆
嚢
を
干
し

た
も
の
で
腹
痛
・
気
付
・
強
壮
用
、
半
其
粉
は
足
の
豆
用
、
雄
黄
は
石
黄
に
同
じ
で
硫
化
砒

素
を
含
む
鉱
物
、
寄
応
丸
は
食
中
毒
な
ど
に
効
く
丸
薬
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
荷
物
は
一
見
多
く
見
え
る
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
持
ち
歩
い
た
。

「
順
拝
記
」
で
は
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

徳
子
食
物
の
小
骨
を
負
、
弥
子
は
も
つ
き
風
呂
敷
包
を
負
、
専
子
は
白
木
綿
の
大
三
年

袋
を
背
中
負
さ
ふ
ら
を
見
て
、
扨
々
夫
の
病
気
故
か
く
若
き
人
か
か
様
の
出
立
見
る
に

付
て
も
憐
れ
身
に
余
り
、
先
其
夜
は
あ
く
た
河
ニ
而
早
く
泊
り
け
り
、
扨
津
国
播
州
四

国
へ
渡
り
て
は
荷
物
多
く
、
庄
子
流
石
の
大
丈
夫
の
心
も
屈
し
給
ふ
て
身
も
つ
か
れ
け

る
徳
兵
衛
が
荷
物
の
う
ち
主
に
漬
け
物
や
梅
干
し
な
ど
の
食
料
を
入
れ
、
用
意
物
に
見
え
る

め
し
骨
柳
を
担
ぎ
、
弥
四
郎
は
紐
つ
き
の
風
呂
敷
包
み
を
背
負
い
、
せ
む
も
白
木
綿
の
大
三

年
袋
を
背
負
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
多
く
の
荷
物
は
荷
物
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
庄
子
が
お
そ
ら

く
用
意
物
に
あ
る
背
覆
骨
柳
に
入
れ
担
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
荷
物
が
多
く
し
か
も
山
が

ち
な
四
国
に
お
い
て
、
体
が
丈
夫
な
庄
子
も
さ
す
が
に
疲
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
関
所
に
お
け
る
手
続
き

関
西
方
面
か
ら
四
国
遍
路
を
行
う
場
合
、
ま
ず
は
瀬
戸
内
海
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。「
順
拝
記
」
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

高
砂
舟
宿
、
米
屋
嘉
右
衛
門
方
ニ
泊
り
、
四
日
晩
六
ツ
時
よ
り
讃
州
丸
亀
へ
の
出
船
こ

れ
あ
り
、
四
人
同
行
舟
に
乗
安
々
其
夜
は
船
中
ニ
而
休
む
、
○
五
日
天
気
船
中

○
三
月
六
日
、
天
気
、
昼
時
ニ
讃
州
丸
亀
へ
着
船
、
米
や
弥
太
夫
方
へ
付
往
来
証
文
な

と
世
話
に
相
成

「
順
拝
記
」
の
場
合
、
京
都
を
出
発
後
西
に
進
路
を
取
り
、
西
国
巡
礼
の
二
二
番
か
ら
二

四
番
札
所
の
参
詣
を
済
ま
せ
た
後
、
播
磨
の
高
砂
を
三
月
四
日
の
午
後
六
時
頃
出
船
、
四
日
・

五
日
の
晩
は
船
で
過
ご
し
、
六
日
の
昼
に
は
讃
岐
の
丸
亀
に
上
陸
し
て
い
る
。
高
砂
側
の
船

宿
は
米
屋
嘉
右
衛
門
、
丸
亀
側
は
米
屋
弥
太
夫
で
、「
順
拝
記
」
に
は
丸
亀
の
船
宿
が
上
陸
後

に
往
来
証
文
に
つ
い
て
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
船
宿
に
よ
る
往
来
証

文
の
世
話
に
つ
い
て
は
、「
順
拝
記
」
の
第
一
巻
に
も
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。

讃
州
丸
亀
へ
渡
海
の
時
　
△
米
屋
弥
太
夫
よ
り
滞
留
切
手
支
配
所
壱
人
宛
請
候
也
、
百

五
文
宛
出
し

切
手
下
書
左
に
写

覚
　
　
　
　
従
来
証
文
差
出
し
跡
ニ
而
受
取

一
京
都
五
條
通
烏
丸
西
入
町
　
　
弥
四
郎
せ
む
同
行
二
人

右
当
地
着
船
仕
往
来
手
形
所
持
見
届
私
稀
申
処
相
違
無
御
座
候
、
已
上

巳
三
月
七
日

讃
州
丸
亀

西
原
山
宗
八

四
ケ
国
御
番
所
衆
中
様

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
文
で
往
来
証
文
の
世
話
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
実
は
丸
亀
の
支
配

所
が
作
成
す
る
滞
留
切
手
の
こ
と
で
、
一
人
当
た
り
百
五
文
を
要
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
滞
留
切
手
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
中
奈
良
村
の
野
中
彦
兵
衛
が
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に

四
国
遍
路
し
た
記
録
「
四
国
遍
路
中
并
接
待
附
万
覚
帳
」
に
も
記
述
が
見
え
る
。
野
中
彦
兵

衛
は
三
月
七
日
に
海
路
丸
亀
に
着
船
し
、
役
所
に
往
来
手
形
を
示
し
、「
順
拝
記
」
と
ほ
ぼ
同

内
容
の
滞
留
切
手
（
彦
兵
衛
の
場
合
は
揚
り
切
手
と
記
述
）
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
之
通
揚
り
切
手
頂
戴
仕
、
壱
人
前
せ
ハ
料
百
五
文
つ
ゝ
差
出
、
丸
亀
西
平
山
町
備
前

歴博研究紀要_11号PDF用  06.6.20 11:24  ページ 21



愛媛県歴史文化博物館研究紀要 第11号（2006）

22

屋
藤
蔵
世
話
ニ
而
貰
請
申
候

船
宿
の
名
前
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
手
数
料
の
百
五
文
は
一
致
す
る
。
船
宿
に
依
頼
し

て
の
「
滞
留
切
手
」
の
取
得
は
、
瀬
戸
内
海
を
渡
り
丸
亀
に
入
っ
た
遍
路
が
最
初
に
共
通
し

て
行
っ
た
手
続
き
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
遍
路
は
国
を
超
え
る
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
関
所
に
お
い
て
様
々
な
手
続
き
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
「
順
拝
記
」
第
一
巻
に
記
述
が
あ
る
。

阿
州
御
関
所
　
往
来
所
持
か
御
尋
斗

土
州
御
関
所
ニ
而
　
往
来
着
船
丸
亀
の
切
手
共
差
出
し
候
処
帳
面
に
て
下
書
は
凡
丸
亀

同
様
、
文
句
候
故
略
ス
、
此
方

白
紙
出
し
日
々
附
仰
下
さ
れ
候
、
泊
よ
り
其
所
の
庄

屋
参
何
人
申
印
判
取
也
、
滞
留
致
候
へ
は
其
届
を
致
也
、
泊
届
な
く
候
ハ
ゆ
き
ゝ
の
宿

こ
れ
な
く
候
間
念
を
入
れ
毎
夜
日
つ
け
可
取
も
の
な
り

伊
予
之
番
所
切
手
の
写

何
れ
廿
日
程
の
日
数
参
る
也

土
佐
一
国
は
か
り
な
り

遍
路
四
人
脇
道
無
用
七
日
切

巳
四
月
九
日

中
田
介
右
衛
門
判
有

東
多
田
御
番
所

阿
波
の
関
所
は
入
口
は
大
坂
口
に
あ
り
、
出
口
は
宍
喰
浦
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
を
受

け
た
。「
順
拝
記
」
で
は
鳴
門
へ
船
で
廻
っ
た
た
め
か
大
坂
口
の
記
録
は
な
い
が
、
宍
喰
浦
は

三
月
二
三
日
に
通
過
し
た
と
あ
る
。
阿
波
の
関
所
で
は
い
ず
れ
に
し
て
も
往
来
手
形
を
も
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
聞
か
れ
る
だ
け
の
簡
単
な
改
め
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
日
に
土
佐
に
入
り
、
今
度
は
甲
浦
の
関
所
で
土
佐
側
の
改
め
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

甲
浦
関
所
の
姿
は
、「
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）。
番
所
の
建
物

の
横
に
は
、
い
か
め
し
く
刺
股
・
袖
搦
・
突
棒
な
ど
捕
り
物
道
具
が
並
べ
ら
れ
旅
人
を
威
嚇

し
て
い
る
。
建
物
の
中
で
は
三
人
の
人
物
と
そ
の
前
に
は
数
枚
の
紙
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

図2 土州韓浦（甲浦）番所（『中国四国名所旧跡図』）

歴博研究紀要_11号PDF用  06.6.20 11:24  ページ 22



道中日記にみる四国遍路

23

ち
ょ
う
ど
往
来
手
形
や
滞
留
切
手
の
改
め
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
建
物
の
前
に

は
改
め
の
順
番
を
待
つ
旅
人
が
並
ん
で
い
る
。

土
佐
の
関
所
で
は
往
来
手
形
と
丸
亀
で
作
成
し
た
滞
留
切
手
を
差
し
出
し
改
め
を
受
け
た

上
で
、
関
所
よ
り
丸
亀
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
切
手
と
「
日
々
附
」
と
い
う
帳
面
を
受
け
取
っ
た
。

こ
の
「
日
々
附
」
に
は
、
宿
泊
し
た
所
の
庄
屋
よ
り
何
人
が
泊
ま
っ
た
と
い
う
印
鑑
を
受
け
、

そ
の
ま
ま
滞
留
す
る
場
合
に
は
届
書
が
な
い
こ
と
に
は
次
の
宿
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
先
に
記
し
た
野
中
彦
兵
衛
が
こ
の
「
日
々
附
」
の
具
体
例
を
書
き
残
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
最
初
だ
け
を
示
す
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

覚

右
弐
人
　
三
月
十
四
日

伏
越
御
番
所
口
入
也

北
口
逸
平
　
印

入
切
手
弐
数
也

右
弐
人
　
三
月
十
五
日
出
候

佐
貴
浜

同
所
庄
屋

○

佐
貴
ノ
浜
村
　
寺
田
房
五
郎

申
三
月
十
五
日
時
分
土
州
ニ
而
麦
収
納

右
弐
人
　
三
月
十
六
日
　
出
候

田
野
村

田
ノ
浦
村
　
同
所
庄
屋橋

爪
伊
太
郎

高
知
藩
は
四
国
の
諸
藩
の
な
か
で
、
遍
路
に
対
し
て
特
に
厳
し
い
政
策
を
行
い
、
土
佐
は

鬼
国
と
い
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
有
名
な
話
し
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
「
日
々
附
」

の
書
類
に
は
そ
う
し
た
一
端
が
垣
間
見
え
る
。「
日
々
附
」
は
道
中
の
村
々
の
庄
屋
に
よ
り
書

き
継
が
れ
、
最
終
的
に
は
土
佐
を
出
国
す
る
日
、
つ
ま
り
「
順
拝
記
」
で
は
四
月
九
日
に
松

尾
坂
の
関
所
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
。

伊
予
の
関
所
は
い
ず
れ
も
宇
和
島
藩
領
に
あ
り
、
小
山
に
お
い
て
「
遍
路
四
人
脇
道
無
用

七
日
切
」
の
切
手
を
受
け
て
、
最
後
に
東
多
田
の
関
所
に
提
出
し
た
。
野
中
彦
兵
衛
の
場
合
、

小
山
の
関
所
で
往
来
手
形
と
滞
留
切
手
の
改
め
を
受
け
、
遍
路
道
を
通
り
脇
道
に
そ
れ
な
い

こ
と
、
宇
和
島
藩
領
に
い
る
日
数
は
七
日
を
限
り
、
宿
は
地
元
と
の
相
談
で
決
め
る
こ
と
、

も
し
宿
に
困
っ
た
場
合
は
庄
屋
に
話
し
、
そ
の
指
示
で
泊
ま
る
こ
と
な
ど
の
仰
せ
を
受
け
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
四
国
の
交
通
事
情

次
に
、
四
国
遍
路
の
交
通
事
情
で
あ
る
が
、
山
野
河
海
が
あ
り
起
伏
に
富
む
四
国
の
旅
は

旅
人
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。「
順
拝
記
」
か
ら
も
行
く
手
に
次
か
ら
次
へ
と
難
所

が
現
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
難
所
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
一
通
り
示
す
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

四
国
遍
路
が
始
ま
っ
て
二
日
目
の
三
月
九
日
に
は
、
八
一
番
の
白
峯
寺
に
続
く
約
二．

七

キ
ロ
の
坂
道
を
屏
風
折
に
た
と
え
た
上
で
、
四
国
に
来
て
最
初
の
坂
道
な
の
で
、
非
常
に
烈

し
い
坂
道
に
感
じ
ら
れ
、
弥
四
郎
の
足
の
裏
に
は
早
く
も
豆
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
月
十
日
の
八
四
番
の
屋
島
寺
に
向
か
う
約
一．

九
キ
ロ
の
坂
道
、
一
番
霊
山
寺
に

向
か
う
三
キ
ロ
の
砂
道
の
後
に
四
キ
ロ
続
く
坂
道
も
「
烈
敷
」
道
と
し
て
い
る
。

三
月
十
五
日
の
十
番
の
切
幡
寺
か
ら
十
二
番
の
焼
山
寺
に
向
か
う
約
十
二
キ
ロ
に
わ
た
り

続
く
坂
道
は
、「
阿
州
第
一
の
高
山
巌
石
け
わ
し
き
嶮
岨
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

引
き
続
き
翌
日
の
十
六
日
の
焼
山
寺
か
ら
十
三
番
の
大
日
寺
へ
向
か
う
道
も
「
坂
道
難
所
」

と
さ
れ
、
高
山
の
た
め
志
半
ば
で
果
て
た
遍
路
の
墓
が
多
数
あ
り
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
お
き

に
石
地
蔵
が
二
五
〇
体
程
も
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
に
留
め
て
い
る
。
二
十
日
に
は
、
二
一
番

の
太
龍
寺
に
行
く
道
す
が
ら
、
山
道
に
倒
れ
て
い
た
た
め
か
狼
に
喰
わ
れ
て
死
ん
で
い
る
遍

路
も
目
撃
し
て
い
る
。
参
詣
す
る
遍
路
は
口
々
に
回
向
を
唱
え
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

四
国
遍
路
の
厳
し
さ
を
物
語
る
一
こ
ま
で
あ
る
。
こ
の
太
龍
寺
の
奥
院
に
向
か
う
道
に
つ
い

歴博研究紀要_11号PDF用  06.6.20 11:24  ページ 23



愛媛県歴史文化博物館研究紀要 第11号（2006）

24

て
も
、
坂
道
が
烈
し
い
「
四
国
第
一
の
閑
地
」
で
山
が
深
く
岩
が
高
い
こ
と
は
言
葉
に
も
な

ら
な
い
と
書
き
記
し
て
い
る
。

讃
岐
か
ら
阿
波
に
か
け
て
は
、
こ
の
よ
う
に
山
道
が
難
所
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
「
順
拝

記
」
か
ら
は
見
て
取
れ
る
が
、
阿
波
か
ら
土
佐
に
か
け
て
は
、
そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
無
数

に
あ
る
川
が
遍
路
を
悩
ま
せ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
三
月
二
一
日
の
月
夜
村
か
た
う
ち
峠
の
ふ

も
と
に
あ
っ
た
逆
瀬
川
を
渡
る
記
述
に
詳
し
い
。

逆
瀬
川
は
川
幅
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
谷
川
で
あ
る
。
水
流
が
速
い
た
め
浅
瀬
を

渡
っ
て
い
く
う
ち
に
時
間
が
か
か
り
唇
の
色
が
白
く
な
っ
て
い
く
が
、
渡
ら
な
い
こ
と
に
は

参
詣
で
き
な
い
た
め
、
徳
兵
衛
一
行
は
無
理
を
し
て
渡
っ
て
い
っ
た
。
弥
四
郎
と
荷
物
人
は

二
人
で
な
ん
と
か
川
を
渡
る
が
、
せ
む
は
腰
ま
で
水
が
き
て
い
る
た
め
徳
兵
衛
の
帯
を
し
っ

か
り
握
り
し
め
な
が
ら
渡
っ
て
い
く
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
丸
亀
の
遍
路
四
人
も
徳
兵
衛
と
せ

む
に
く
っ
つ
き
川
を
渡
る
が
、
河
端
で
足
を
つ
き
こ
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
せ
む
は
こ
の

時
水
に
溺
れ
る
の
で
は
思
っ
て
、
恐
怖
で
顔
が
ひ
き
つ
っ
た
と
あ
る
。
逆
瀬
川
は
水
か
さ
が

か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
、
着
物
は
す
べ
て
濡
れ
、
こ
こ
で
単
の
も
の
と
着
替
え
る
は
め
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
せ
む
は
川
渡
り
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三
月
二
二
日
に
は
、
日
和
佐
よ
り
「
山
々
谷
々
川
々
難
所
」
で
あ
る
「
八
浜
八
坂
」（
図

３
）
を
疲
れ
な
が
ら
も
越
え
て
い
く
。
日
和
佐
川
は
舟
渡
し
で
紐
を
引
き
な
が
ら
渡
っ
て
い

る
。
翌
二
三
日
の
阿
波
と
土
佐
の
国
境
も
、
峠
で
「
難
所
」
と
し
て
い
る
。
二
五
日
に
は
、

野
子
（
野
根
）
を
出
発
し
て
ふ
じ
越
坂
を
進
ん
で
い
る
。
ふ
じ
坂
越
は
十
六
キ
ロ
程
人
家
が

な
い
、
右
の
林
は
切
り
立
っ
た
山
に
な
っ
て
お
り
、
左
は
海
で
海
か
ら
波
が
は
ね
あ
が
る
「
四

国
第
一
の
難
所
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
は
飛
石
、
は
ね
岩
、
円
く
な
っ
た
岩
な
ど
が
多
く

あ
り
、
汐
が
入
っ
て
く
る
難
所
で
、
さ
ら
に
そ
の
間
に
川
も
多
く
「
め
い
わ
く
す
」
と
あ
る
。

そ
の
難
所
は
『
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
（
図
４
）。
海
に
は
高
い
波
が

う
ね
り
、
海
岸
の
大
き
な
岩
の
上
を
遍
路
が
進
ん
で
い
る
。
遍
路
は
大
き
な
岩
を
飛
び
越
え
、

は
ね
越
え
な
が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
大
き
な
波
は
大
石
の
間
を

は
い
り
こ
み
、
波
が
ひ
く
時
に
は
小
さ
な
石
を
ご
ろ
ご
ろ
と
こ
ろ
ば
し
た
と
い
う
が
、
そ
の

「
海
内
無
双
の
難
所
」
を
仏
絵
師
西
丈
は
荒
ぶ
る
波
と
と
も
に
大
胆
に
描
写
し
て
い
る
。

三
月
二
七
日
に
は
羽
根
村
を
出
発
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
は
朝
か
ら
川
の
連
続
で
、
奈
半

利
浦
の
大
川
、
安
田
川
な
ど
の
比
較
的
大
き
な
川
は
舟
で
渡
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
馬

で
川
を
渡
っ
た
り
、
近
く
の
民
家
の
人
を
頼
ん
で
渡
っ
た
り
、
せ
む
を
背
負
っ
て
も
ら
い
渡

っ
た
り
と
、
川
を
恐
れ
る
せ
む
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
二
七

番
の
神
峯
寺
に
向
か
う
道
は
嶺
が
高
く
、
折
り
戻
り
の
坂
道
が
五
キ
ロ
以
上
続
く
「
大
難
処
」

と
記
し
て
い
る
。
翌
日
二
八
日
も
安
芸
浦
を
過
ぎ
て
新
庄
浜
の
砂
道
七
キ
ロ
、
そ
の
後
山
道

が
十
キ
ロ
続
く
「
難
所
」
と
あ
る
。

四
月
一
日
に
は
仁
淀
川
の
河
口
を
舟
で
渡
り
、
登
り
坂
で
岩
石
が
露
出
し
て
い
る
三
六
番

青
龍
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
二
日
に
は
再
び
仁
淀
川
を
舟
で
、
四
日
に
は
四
万
十
川
を
舟
で

渡
り
、
五
日
に
は
足
摺
に
向
け
て
海
辺
の
烈
し
い
山
坂
を
八
キ
ロ
ば
か
り
行
き
、
さ
す
が
に

頑
強
な
人
間
で
も
疲
れ
る
と
あ
る
。
六
日
は
朝
か
ら
大
雨
で
悩
ま
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
三
八

番
の
金
剛
福
寺
に
参
詣
し
た
後
、
取
っ
て
返
す
道
す
が
ら
、
強
い
風
雨
に
よ
り
雨
具
は
裾
か

ら
吹
き
上
げ
ら
れ
、
下
の
衣
服
ま
で
濡
れ
て
い
る
。
四
国
遍
路
は
天
気
と
の
闘
い
で
も
あ
っ

た
。四

月
八
日
に
は
伊
布
利
浦
を
出
発
し
て
一
の
瀬
の
真
念
庵
大
師
堂
に
預
け
て
置
い
た
荷
物

を
受
け
取
り
、
三
九
番
の
延
光
寺
の
方
面
へ
行
く
が
、
山
道
が
わ
る
い
上
十
二
キ
ロ
の
間
に

小
河
が
五
十
余
り
も
あ
り
苦
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
川
は
、
山
川
で
川
幅
が
狭
い
た
め
か

割
木
な
ど
を
渡
し
て
橋
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
橋
を
越
え
て
い
く
の
に
か
な
り
の
時
間
を
要

し
て
い
る
。
九
日
よ
り
伊
予
に
入
り
、
十
日
に
は
四
十
番
の
観
自
在
寺
、
笹
山
観
音
を
参
詣

す
る
が
、
足
も
立
た
な
い
程
の
烈
し
い
山
道
で
歯
の
根
も
合
わ
な
い
ぐ
ら
い
の
恐
ろ
し
さ
と

書
き
記
し
て
い
る
。
け
わ
し
い
山
を
急
ぐ
が
、
早
く
も
日
は
西
に
傾
き
不
安
に
な
る
が
、
や

っ
と
の
こ
と
で
ふ
も
と
の
宿
に
入
っ
て
い
る
。

翌
四
月
十
一
日
に
も
宇
和
島
へ
の
道
が
「
小
松
原
坂
道
烈
敷
折
ふ
し
」、
ま
た
十
五
日
に
は

四
五
番
の
岩
屋
寺
へ
の
道
が
「
難
所
つ
よ
く
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
松
山
か
ら
丸
亀

に
か
け
て
は
難
所
の
記
述
は
減
り
、
四
月
二
八
日
の
六
五
番
の
三
角
寺
に
「
山
道
烈
敷
」、
翌

二
九
日
の
六
六
番
の
雲
辺
寺
に
「
百
町
程
の
山
坂
嶮
岨
」
と
あ
る
程
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
け
わ
し
い
山
や
多
く
の
川
に
苦
し
め
ら
れ
る
四
国
遍
路

の
旅
は
、
確
実
に
遍
路
の
体
力
を
奪
っ
て
い
っ
た
。「
順
拝
記
」
に
お
い
て
も
、
四
国
遍
路
の

旅
後
半
の
四
月
二
四
日
、
六
十
番
の
横
峯
寺
の
参
詣
後
に
徳
兵
衛
の
気
分
が
悪
く
な
り
、
せ
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図3 八坂八浜（『中国四国名所旧跡図』）

図4 飛石、はね石、ごろごろ石（『中国四国名所跡図』）
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む
の
世
話
で
な
ん
と
か
大
頭
村
の
宿
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
二
五
日
に

は
、
六
一
番
香
苑
寺
か
ら
六
四
番
の
前
神
寺
ま
で
参
詣
し
、
湯
谷
の
宿
に
入
っ
て
い
る
が
、

徳
兵
衛
は
こ
こ
で
つ
い
に
発
作
を
起
こ
し
、
気
絶
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
徳
兵
衛
が
も

し
養
生
が
叶
わ
ず
四
国
の
土
と
な
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
一
同
は
せ
つ
な
く
て
涙
が
出
て
止

ま
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。
せ
む
が
前
神
寺
の
石
鎚
山
大
権
現
に
参
り
五
度
心
願
を
こ
め
た
こ

と
に
よ
る
仏
神
の
御
加
護
と
宿
の
医
師
の
薬
に
よ
り
、
徳
兵
衛
は
回
復
し
二
七
日
よ
り
旅
を

再
開
し
て
い
る
が
、
実
際
旅
の
途
中
で
亡
く
な
る
遍
路
も
多
か
っ
た
こ
と
は
、
四
国
各
地
に

残
る
遍
路
墓
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
、「
順
拝
記
」
に
よ
り
四
国
の
交
通
事
情
を
見
て
き
た
が
、
最
後
に
他
の
遍
路
の
道
中

日
記
も
用
い
な
が
ら
、
四
国
遍
路
に
お
け
る
川
と
船
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
の
京
都
智
積
院
の
僧
澄
禅
の
「
四
国
遍
路
日
記
」
に
は
、
多
く

の
川
で
橋
は
勿
論
の
こ
と
渡
船
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
河
で
は
行
き
交
う
船
に
拝
み
続

け
て
や
っ
と
乗
せ
て
も
ら
う
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
約
百
五

十
年
後
の
「
順
拝
記
」
で
は
、
三
月
二
一
日
に
逆
瀬
川
を
徒
歩
に
よ
り
渡
る
際
に
一
部
危
険

な
場
面
が
あ
る
も
の
の
、
三
月
二
二
日
の
日
和
佐
川
、
二
七
日
の
大
川
・
安
田
川
、
四
月
一

日
・
二
日
の
仁
淀
川
、
四
日
の
四
万
十
川
な
ど
大
河
に
お
い
て
は
船
渡
し
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
順
拝
記
」
は
実
際
四
国
の
な
か
に
無
数
あ

っ
た
川
の
ご
く
一
部
に
し
か
記
述
が
な
く
、
渡
し
賃
な
ど
の
記
載
も
な
い
。

「
順
拝
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
、
土
佐
朝
倉
村
の
兼
太
郎
が

四
国
遍
路
し
た
時
の
記
録
「
四
国
中
道
筋
日
記
」
に
は
十
八
カ
所
の
船
渡
し
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
土
佐
が
圧
倒
的
に
多
く
十
六
カ
所
、
阿
波
と
伊
予
が
一
カ
所
ず
つ
と
な
っ

て
お
り
、
讃
岐
に
は
船
渡
し
は
見
ら
れ
な
い
。
渡
賃
は
仁
淀
川
河
口
の
渡
し
が
三
〇
文
、
四

万
十
川
の
渡
し
が
十
六
文
と
や
や
高
い
が
、
そ
れ
以
外
は
二
文
か
ら
八
文
程
度
で
、
伊
予
の

肱
川
の
渡
し
は
無
賃
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
「
四
国
遍
礼
名
所
図
絵
」
も
川
に
つ
い
て
の
記
述

が
詳
し
く
、
全
体
で
百
カ
所
を
超
え
る
川
を
記
録
に
留
め
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
船
渡

し
」「
引
船
渡
し
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
八
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
土
佐
が
最
も
多
く
二

一
カ
所
、
阿
波
が
六
カ
所
、
伊
予
が
一
カ
所
で
あ
り
、
先
の
「
四
国
中
道
筋
日
記
」
の
場
合

と
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
渡
賃
は
四
万
十
川
が
二
〇
文
、
那
賀
川
が
十
五
文
、
大
川
が
十
三

文
で
、
そ
れ
以
外
の
多
く
は
一
文
か
ら
八
文
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
一
部
無
賃
の
も
の
も
見

ら
れ
る
。「
四
国
遍
礼
名
所
図
絵
」
に
は
船
渡
し
以
外
に
二
五
カ
所
「
土
橋
」「
石
橋
」「
ふ
し

橋
」
な
ど
の
橋
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
澄
禅
の
時
代
よ
り
交
通
の

整
備
が
進
ん
だ
様
子
を
見
て
取
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
江
戸
時
代
後
期
の
四
国
遍
路
熱
の
高
ま

り
を
呼
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、「
順
拝
記
」
で
は
船
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
八
十
八
カ
所
の
霊
場
巡
り
に
と
ど
ま

ら
ず
、
鳴
門
の
渦
潮
を
見
物
し
た
り
、
厳
島
に
参
詣
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
鳴
門

の
渦
潮
は
、
三
月
十
三
日
に
前
々
日
に
同
宿
し
た
備
前
の
人
七
人
と
船
を
借
り
切
り
引
田
を

出
船
、
見
物
を
果
た
し
て
い
る
。
厳
島
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
八
日
に
堀
江
を
出
船
、
二
十

日
に
厳
島
の
奥
院
ま
で
参
詣
後
風
呂
に
入
り
、
備
前
の
人
同
船
し
て
再
び
出
船
、
二
三
日
に

大
三
島
神
社
を
参
詣
し
て
今
治
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
厳
島
へ
の
船
の
旅
も
徳
兵
衛
一
行
に

と
っ
て
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
、「
順
拝
記
」
に
は
船
中
が
膝
を
入
れ
る
場
所
が
な
い
程
狭

く
、
船
は
広
々
と
借
り
切
っ
た
方
が
よ
い
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
三
島
に
向
か
う
船
中

は
波
が
烈
し
く
船
が
沈
む
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
、
高
波
に
揺
ら
れ
て
お
腹
が
ひ
っ
く
り

か
え
っ
た
み
た
い
で
、
船
の
梁
に
も
た
れ
か
か
っ
て
嘔
吐
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

船
に
よ
る
渦
潮
見
物
や
大
三
島
、
厳
島
参
詣
は
天
候
に
よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
に
大
変
な
目

に
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
す
べ
て
の
遍
路
が
楽
し
め
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
他

の
道
中
日
記
の
な
か
で
、
厳
島
、
大
三
島
を
参
詣
し
て
い
る
も
の
は
「
四
国
遍
礼
名
所
図
絵
」

「
四
国
遍
路
中
并
接
待
附
万
覚
帳
」
の
二
例
で
、「
順
拝
記
」
と
同
様
に
鳴
門
の
渦
潮
見
物
と

厳
島
参
詣
を
両
方
と
も
行
っ
て
い
る
の
は
、「
西
国
四
国
所
々
泊
控
帳
　
参
詣
所
并
其
外
日
記

控
帳
」（
以
下
、「
西
国
四
国
所
々
泊
帳
」
と
す
る
）
の
わ
ず
か
一
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

「
西
国
四
国
所
々
泊
控
帳
」
に
よ
る
と
、
鳴
門
の
渦
潮
見
物
の
船
賃
は
八
三
文
、
宮
島
参
詣
に

い
た
っ
て
は
一
貫
五
六
〇
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
遍
路
だ

け
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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3月8日 国分寺前 高松市

よき泊り也

わひすまひ

けんどんの
亭主

新宅にてよし

よろしき

よき宿

新宅

宜敷泊りな
り

悪く

悪敷

あしきこと
はかりなし
大ニあしく

藁屋雨もり
古家
あはらや

大家の一屋

甚々悪敷

3月9日

3月10日
3月11日
3月12日
3月13日
3月14日

3月15日

3月16日
3月17日
3月18日
3月19日
3月20日

3月21日

3月22日

3月23日

3月24日
3月25日

3月26日

3月27日

3月28日

3月29日
4月1日

4月2日

4月3日

4月4日

4月5日

4月6日

4月7日

4月8日
4月9日

4月10日
4月11日

仏生寺

志度浦

高松市 茶や

さぬき市 そばや
大窪寺の麓 さぬき市

猪口圓太兵衛

引田浦 東かがわ市

猪口圓太兵衛

霊山寺前 鳴門市
法輪寺前 阿波市

焼山寺麓 神山町

一の宮前 徳島市
徳島 徳島市
徳島 徳島市
鵺村 勝浦町
平等寺麓 阿南市

畳（あれと
も墨を塗り
たることく）

むしろ
畳３帖

土中丸太の
上に板をな
らべ筵敷き
むしろ

むしろ
むしろ

離座敷

古畳

むしろ

むしろ（き
れい）

畳

古畳
むしろ

むしろ

むしろ

○

×
○

○

×

○

○壷風呂
○
×

あしく

×（紙袋）

×
悪き

大にあしく

わらひ茶

２，３町渓
間に汲みに
行く

絹の夜具 酒肴

×
雨合羽 ちじやの

したし物
１町程の河
へ取りに参
る

専子日々
の洗い物

○ 宜敷 沢山洗い物
する

× × したしも
の・梅干

庭前に蘇
鉄・泉水

× ○茶嶋裏
ひ色蒲団

３，４人
入込風呂
灯火なし

宜敷

悪し

むさき事
両便所一
所

×

悪し

×２町は
かり有所
へ参る
×２，３町
の隣村の湯
屋に参る
○

×
×２，３
町はかり
行

紙の大袋

×

×

むしろ ×

むしろ

むしろ

×

××

月　日 場　所 現行市町村 名前・屋号 評　価 敷　物 風　呂 ふとん さいのもの 水 その他

ひわさ村（日
和佐村）

美波町

めんきやう村 海陽町

野子（野根） 東洋町

野子（野根）
しいな村（椎
名村）

東洋町

竹屋町善六

竹屋町善六

羽根邨

室戸市 六左衛門

いおき村（伊
尾木村）

室戸市 忠作

安芸市

大日寺前 香南市

種崎浦 高知市
いのしり村
（井尻村）

土佐市

かげ野村（影
野村）

四万十町

佐か村（佐賀
村）

黒潮町

正木村（間崎
村）

四万十市

くぼ津浦（窪
津浦）

土佐清水
市

いぶり浦（伊
布利浦）

土佐清水
市

いぶり浦（伊
布利浦）

土佐清水
市

仕立ものや
有岡村 四万十市

宜敷上辺村（城辺
村）

愛南町

○能○寄麗
笹山麓 愛南町

○悪し×隣家に
てもらい
けり

宇和島才木町 宇和島市
4月12日 宇野町（卯之

町）
西予市

表1『四国西国順拝記』にみる宿の記述
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（
四
）
食
事
・
宿
と
経
費

食
事
に
つ
い
て
は
、「
順
拝
記
」
第
三
巻
の
前
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

食
事
と
い
へ
は
四
国
に
て
は
七
ツ
半
ニ
泊
り
て
は
夕
朝
昼
迄
弁
当
迄
も
た
き
置
、
朝
飯

さ
い
な
く
胸
塞
り
け
る
と
て
吃
ざ
り
け
れ
は
、
冷
飯
を
茶
漬
に
て
流
し
込
、
西
国
順
路

の
道
ま
で
も
四
五
十
日
は
空
豆
切
干
大
根
而
巳
に
て
、
漸
々
熊
野
路
に
て
浅
瓜
を
菜
に

求
る
む
（
む
る
）
事
な
り

旅
中
は
七
ツ
半
（
午
後
五
時
頃
）
に
宿
に
入
り
、
夕
飯
だ
け
で
な
く
翌
日
の
朝
食
と
昼
食

の
分
の
御
飯
も
炊
い
て
お
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
朝
飯
は
御
飯
だ
け
で
菜
（
副
食
）

が
な
く
、
胸
に
つ
か
え
る
た
め
冷
や
飯
を
茶
漬
け
に
し
て
流
し
込
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
米

は
旅
先
で
購
入
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
順
拝
記
」
に
は
そ
の
土
地
の
庄
屋
か
ら
米
を
買
い

求
め
た
記
述
も
見
え
る
。
こ
れ
は
当
時
四
国
の
宿
の
ほ
と
ん
ど
が
木
賃
宿
で
、
毎
日
の
よ
う

に
米
を
買
い
、
自
炊
し
な
け
ら
ば
な
ら
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
炊
は
、
女
性
の

せ
む
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
せ
む
が
足
の
痛
み
も
厭
わ
ず
御
飯
を
炊
き
に
行
く
記

述
も
見
え
る
。

旅
中
の
副
食
は
、
空
豆
・
切
り
干
し
大
根
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
熊
野
路
で
は
浅
瓜
を
買

い
求
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
副
食
は
必
ず
し
も
毎
日
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
日
記
に
は
「
さ

い
な
し
」
と
い
う
記
述
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
途
中
で
善
根
で
も
ら
っ
た
り
、

購
入
し
た
「
香
物
」
や
「
長
な
す
び
の
味
噌
づ
け
」
な
ど
を
で
き
る
だ
け
持
ち
歩
き
、
旅
先

で
の
乏
し
い
食
事
を
補
っ
て
い
た
。

ま
た
宿
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
表
１
に
示
し
た
。
筵
敷
き
か
畳
敷
き
か
と
い
う
こ
と
、

風
呂
・
ふ
と
ん
・
さ
い
の
も
の
（
副
食
）
の
有
無
、
水
が
き
れ
い
で
近
場
に
あ
る
か
と
い
っ

た
こ
と
が
、
旅
人
に
と
っ
て
宿
を
評
価
す
る
基
準
に
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま

ず
敷
物
か
ら
見
て
い
く
と
、
泊
ま
っ
た
宿
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
筵
敷
き
で
、
た
と
え
畳
が
あ

っ
た
と
し
て
も
古
畳
や
墨
を
ぬ
っ
た
よ
う
な
汚
れ
た
畳
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

は
な
は
だ
し
い
場
合
は
、
土
に
置
か
れ
た
丸
太
の
上
に
板
を
な
ら
べ
て
敷
き
、
そ
の
上
に
筵

を
敷
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
風
呂
に
つ
い
て
は
現
在
の
高
松
市
か
ら
徳
島
市
に
か
け
て

4月14日 臼杵村 内子町

4月15日 畑河村（畑野
川村）

久万高原
町

4月16日 道後湯 松山市

平井伊右
衛門

幾右衛門

○

×向へ参
る

×

○

×

月　日 場　所 現行市町村 名前・屋号 評　価 敷　物 風　呂 ふとん さいのもの 水 その他

悪く

能宿

善根

宜敷

庄屋より
さし宿

悪し××

宜敷

×

油上ケの
こかね餅

4月17日 道後湯 松山市
4月18日 船中
4月19日 船中
4月20日 船中
4月21日 船中
4月22日 船中
4月23日 国分寺 今治市

4月24日 大戸村大藤
（大頭村）

西条市

4月25日 西条湯谷 西条市
4月26日 西条湯谷 西条市
4月27日 豊田 四国中央

市
4月28日 佐野 三次市
4月29日 岡本村 三豊町

4月30日 おふさ村（大
麻村）

善通寺市

5月1日 丸亀

※現行市町村名は2006年３月現在

丸亀市

藁屋いふせ
き裏屋

むしろ

はなハた寄
麗
悪き事前代
未聞也

4月13日 新谷町 大洲市
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の
宿
に
つ
い
て
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
徳
島
市
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
高
知
市
に
か
け
て
は

ほ
と
ん
ど
風
呂
が
無
く
、
二
、
三
町
程
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
風
呂
を
貰
い
に
出
か
け
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
ま
た
ふ
と
ん
が
な
い
宿
も
多
く
、
そ
う
し
た
場
合
携
帯
し
て
い
る
紙
袋
に
よ
り

寒
さ
を
凌
い
だ
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
こ
の
紙
袋
と
は
厚
紙
に
柿
渋
を
塗
り
何
度
も
揉
ん
で

や
わ
ら
か
に
し
た
紙
衾
の
こ
と
で
、
軽
く
て
保
温
に
優
れ
、
蒲
団
の
か
わ
り
に
も
な
る
し
、

ま
た
雨
の
際
の
合
羽
が
わ
り
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
蚊
を
防
ぐ
た
め
の
紙
の
蚊
帳
も
持

ち
歩
い
て
い
た
。
副
食
の
菜
の
も
の
は
先
程
述
べ
た
よ
う
に
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ

か
ら
宿
の
水
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
水
の
善
し
悪
し
な
ど
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
な
か
に
は
二
、

三
町
離
れ
た
谷
間
や
川
ま
で
水
を
汲
み
に
い
か
な
れ
け
ば
な
ら
な
い
宿
も
あ
り
、
洗
濯
に
苦

労
し
て
い
る
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
順
拝
記
」
か
ら
は
、
五
街
道
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
宿
場
町
の
宿
と
は
異
な
り
、
四
国

遍
路
の
宿
が
か
な
り
劣
悪
な
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
特
に
土
佐
の
全
般
と
伊

予
の
四
四
番
大
宝
寺
と
四
五
番
の
岩
屋
寺
あ
た
り
の
宿
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
傾
向
が
強
か

っ
た
。
ま
た
、
三
月
二
十
日
と
四
月
二
九
日
の
接
待
に
よ
る
宿
泊
以
外
は
木
賃
宿
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
名
前
を
書
き
留
め
て
お
ら
ず
、
宿
代
な
ど
も
不
明
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
道
中
日
記
を
取
り
上
げ
、
四
国
遍
路
の
宿
の
問
題
に

つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
い
。

ま
ず
、
最
も
古
い
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
の
澄
禅
の
「
四
国
遍
路
日
記
」
に
は
、
四
国

で
は
九
十
日
分
の
宿
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
寺
院
が
六
一
日
、
民
家
が
二
十

日
、
無
料
宿
泊
所
で
あ
る
遍
路
屋
が
二
日
、
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
民
家
と
思
わ
れ
る

も
の
が
七
日
と
な
っ
て
い
る
。
澄
禅
自
身
が
真
言
宗
の
僧
で
あ
る
の
で
、
高
野
山
で
の
旧
友

の
寺
院
や
札
所
寺
院
に
泊
ま
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
部
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
の
寺
院
や
山
伏

の
家
に
も
宿
泊
し
て
い
る
。
一
方
民
家
の
宿
泊
も
若
干
は
あ
る
が
、「
遍
路
モ
数
度
シ
タ
ル

人
」
と
い
う
よ
う
に
遍
路
に
深
い
関
わ
り
を
も
つ
民
家
で
あ
り
、「
順
拝
記
」
に
登
場
す
る
よ

う
な
木
賃
宿
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
は
程
遠
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
補
っ
て
い

た
の
が
、
澄
禅
も
泊
ま
っ
た
遍
路
屋
で
あ
っ
た
。
澄
禅
は
八
月
五
日
に
土
佐
野
根
の
大
師
堂
、

十
月
十
日
に
讃
岐
弥
谷
の
ふ
も
と
の
遍
路
屋
と
い
う
二
つ
の
遍
路
屋
に
泊
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
当
時
阿
波
海
部
の
大
師
堂
、
阿
波
宍
喰
の
遍
路
屋
、
伊
予
宇
和
島
追
手
門
外

に
あ
っ
た
大
師
堂
、
阿
波
佐
野
の
遍
路
屋
と
い
っ
た
四
つ
の
遍
路
屋
が
あ
っ
た
こ
と
を
道
中

日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
の
後
元
禄
頃
ま
で
各
地
に
遍
路
屋
や
そ
れ
に
準
ず
る
施
設
が

設
置
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
木
賃
宿
な
ど
の
宿
泊
設
備
が
整
っ
て
い
な

い
時
期
の
遍
路
の
宿
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
い
で
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
の
讃
岐
井
関
村
佐
伯
藤
兵
衛
の
「
四
国
辺
路
中
万
覚
日

記
」
で
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
米
を
購
入
し
、
六
文
か
ら
八
文
の
「
木
賃
」、「
木
賃
水
風
呂
代

共
」
で
十
二
文
と
い
っ
た
木
賃
宿
に
宿
泊
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
賃
の
記
載
が
な
い
日
も
半

数
近
く
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
無
料
の
善
根
宿
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

澄
禅
の
日
記
に
み
ら
れ
た
遍
路
屋
も
、
藤
兵
衛
の
同
行
の
喜
四
郎
が
高
知
城
下
で
足
を
痛
め

た
際
に
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
こ
が
「
殊
之
外
ふ
き
れ
い
」
な
た
め
す
ぐ
に
別
の
宿
に
移
っ

て
い
る
。
こ
の
頃
よ
り
一
般
の
遍
路
に
と
っ
て
遍
路
屋
は
次
第
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

伊
予
上
野
村
庄
屋
の
玉
井
元
之
進
の
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
の
「
四
国
中
諸
日
記
」
で

は
接
待
の
善
根
宿
は
見
あ
た
ら
ず
、
五
人
で
木
賃
三
〇
文
・
六
五
文
・
一
〇
〇
文
な
ど
と
あ

る
こ
と
か
ら
計
算
す
る
と
、
一
人
当
た
り
六
文
・
十
三
文
・
二
〇
文
程
度
の
木
賃
宿
に
泊
ま

っ
て
い
る
。「
順
拝
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
遍
路
を
行
っ
た
土
佐

朝
倉
村
の
兼
太
郎
の
「
四
国
中
道
筋
日
記
」
は
「
木
賃
な
し
」
の
記
述
も
あ
り
、
接
待
も
受

け
な
が
ら
の
旅
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
木
賃
を
支
払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
六
文
か
ら

十
二
文
が
多
く
、
最
も
高
い
大
洲
城
下
、
久
万
、
道
後
な
ど
の
町
場
で
も
十
五
文
と
な
っ
て

い
る
。
時
代
が
や
や
下
っ
た
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
、
駿
河
国
大
御
神
村
の
天
野
文

左
衛
門
が
西
国
順
礼
と
四
国
遍
路
を
行
っ
た
際
の
「
西
国
四
国
所
々
泊
控
帳
」
に
は
、
若
干

の
施
行
宿
つ
ま
り
は
接
待
の
善
根
宿
が
あ
る
が
、
八
一
〜
二
〇
〇
文
の
宿
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

天
野
の
場
合
は
、
他
の
遍
路
と
違
い
木
賃
宿
は
使
わ
す
に
旅
籠
に
泊
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

天
野
を
除
く
道
中
日
記
に
は
毎
日
の
よ
う
に
米
を
購
入
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら

は
、
江
戸
時
代
後
期
四
国
内
に
木
賃
宿
が
整
備
さ
れ
、
木
賃
宿
と
接
待
の
善
根
宿
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
泊
ま
り
歩
く
遍
路
の
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
遍
路
屋
は
こ
の
時
期
の
ほ
と
ん
ど
の
道
中
日
記
か
ら
宿
泊
場
所
と
し
て
は
姿
を
消
し
、

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
四
月
十
日
に
土
佐
長
山
村
新
井
頼
助
が
阿
波
高
梁
村
宿
泊
し
た
大

歴博研究紀要_11号PDF用  06.6.20 11:24  ページ 29



愛媛県歴史文化博物館研究紀要 第11号（2006）

30

師
堂
が
遍
路
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
数
少
な
い
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
そ

の
大
師
堂
が
「
至
而
奇
麗
な
る
ゆ
へ
」
と
特
別
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
頼
助
は
書
き
足
し

て
い
る
。

以
上
、
他
の
道
中
日
記
か
ら
宿
の
問
題
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
お
そ
ら

く
「
順
拝
記
」
の
一
行
も
同
時
期
の
他
の
道
中
日
記
の
作
者
と
同
じ
く
木
賃
宿
を
用
い
な
が

ら
四
国
を
廻
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
道
中
日
記
は
、
江
戸
時
代
後
期
四

国
の
な
か
に
全
体
と
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
木
賃
宿
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
何
も
語
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
補
う
意
味
で
、
最
後
に
『
四
国
八
十
八

ケ
所
大
坂
永
代
笠
講
宿
泊
附
』（12）

（
以
下
、『
宿
泊
附
』
と
す
る
）
を
取
り
上
げ
る
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
永
代
笠
講
は
、
四
国
遍
路
を
め
ぐ
る
旅
宿
組
合
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
旅
宿
組
合
と
し
て
は
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
五
街
道
を
中
心
に
浪
花
組
と

し
て
創
設
さ
れ
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
改
称
し
た
浪
花
講
が
有
名
で
あ
る
が
、
永

代
笠
講
は
そ
の
四
国
版
に
あ
た
る
旅
宿
組
合
と
い
え
る
。『
宿
附
帳
』
は
持
ち
運
び
に
便
利
な

縦
七．

三
セ
ン
チ
、
横
一
六．

〇
セ
ン
チ
の
小
横
帳
と
な
っ
て
お
り
、
浪
花
講
の
帳
面
で
あ

る
『
浪
花
講
定
宿
帳
』
と
体
裁
・
書
式
と
も
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
代
笠

講
は
浪
花
講
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
浪
花
講
よ
り
も
時
代
が
下
る
幕
末
期
の
成

立
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
末
に
は
、
講
元
の
御
池
橋
東
詰
南
入
の
美
濃
屋
太
兵
衛

を
は
じ
め
、
世
話
方
と
し
て
二
七
名
の
大
坂
商
人
が
名
前
を
連
ね
て
お
り
、
大
坂
か
ら
四
国

に
向
か
う
遍
路
の
た
め
に
板
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
に
は
、
ま
ず
最
初
に
大
坂
永
代
笠
講
の
目
印
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
、
そ
の
看
板
の

目
印
が
付
い
た
宿
に
は
講
員
は
七
ツ
時
（
午
後
四
時
頃
）
よ
り
泊
ま
る
こ
と
で
き
る
こ
と
、

▲
が
付
い
た
宿
は
上
宿
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
四
国
霊
場
道
し
る
べ
」
と

題
し
、
四
国
を
巡
拝
す
る
人
が
宿
を
と
り
う
し
な
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
美
濃
屋
太
兵
衛
が

有
徳
の
人
々
と
協
力
し
て
こ
の
案
内
書
を
板
行
し
た
と
い
う
板
行
に
至
る
動
機
が
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
大
坂
か
ら
の
金
毘
羅
渡
海
船
の
出
船
所
と
し
て
、
講
船
宿
の
大
坂
日
本
橋

北
詰
東
入
、
き
し
沢
屋
弥
吉
の
名
前
と
船
の
帆
印
が
記
さ
れ
、
丸
亀
ま
で
の
海
上
里
数
、
丸

亀
上
陸
後
の
船
問
屋
、
笠
講
の
定
宿
、
諸
品
買
物
所
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

丸
亀
に
一
番
近
い
札
所
の
七
八
番
の
道
場
寺
か
ら
七
七
番
札
所
の
道
隆
寺
ま
で
順
番
に
、
札

所
と
札
所
の
間
で
通
過
す
る
主
な
村
の
名
前
と
距
離
、
宿
の
名
前
と
宿
代
、
そ
の
他
川
や
道

標
、
国
境
の
番
所
の
位
置
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
永
代
笠
講
に
加
盟
し
て
い
る
宿
と
い
う

限
定
は
つ
く
が
、
四
国
全
体
の
木
賃
宿
に
つ
い
て
う
か
が
え
る
数
少
な
い
貴
重
な
史
料
と
い

え
る
。

試
み
に
『
宿
附
帳
』
に
登
場
す
る
宿
を
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
か
ら
は
遍
路
道
沿
い
に
二
七
五
カ
所
の
宿
泊
場
所
の
デ
ー
タ
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
宿
の
種
類
は
旅
籠
・
木
賃
宿
・
堂
庵
に
分
け
ら
れ
る
。
旅
籠
は
食
事
付
の
宿
で
宿
代
が

一
四
〇
文
か
ら
一
八
〇
文
と
高
い
が
、
五
街
道
と
は
異
な
り
宇
多
津
・
徳
島
・
西
条
氷
見
・

観
音
寺
と
い
っ
た
城
下
町
や
在
町
の
四
カ
所
に
し
か
な
い
。
木
銭
を
記
し
た
も
の
を
木
賃
宿

と
考
え
る
と
、
木
賃
宿
が
最
も
多
く
二
二
四
カ
所
が
こ
れ
に
該
当
す
る（13）

。
木
銭
は
一
五
文
か

ら
六
〇
文
ま
で
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
四
〇
文
以
上
の
宿
が
圧
倒
的
に
多
い（14）

。
二
〇
文
以

下
の
宿
は
地
域
的
に
は
土
佐
の
西
部
か
ら
伊
予
の
南
部
に
集
中
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

道
中
記
を
書
き
残
し
た
遍
路
の
泊
ま
る
ほ
と
ん
ど
の
宿
が
こ
の
タ
イ
プ
の
宿
で
あ
り
、
遍
路

道
を
ほ
ぼ
覆
う
形
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
以
外
に
、
燈
明
銭
と
い
う

形
で
宿
代
を
支
払
う
堂
庵
も
三
六
カ
所
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
堂
庵
は
、
無
賃
か
一
二
文
か

ら
二
〇
文
程
度
で
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
木
賃
宿
よ
り
も
廉
価
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
、
遍
路
道
沿
い
の
村
の
堂
庵
で
あ
っ
た
が
、
讃
岐
原
村
の
落
合
真
念
庵
と
土
佐

市
の
瀬
の
七
里
庵
な
ど
、『
四
国
遍
路
功
徳
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
真
念
が
遍
路
の
た
め
に
各

地
に
設
け
た
遍
路
屋
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
阿
波
柳
の
水
庵
は
、
明
和
四

年
の
『
四
国
遍
礼
道
指
南
増
補
大
成
』
に
記
さ
れ
て
い
る
柳
の
水
の
遍
路
屋
と
同
一
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
村
の
堂
庵
や
遍
路
屋
の
系
譜
を
ひ
く
堂
庵
が
木
賃
宿
に
比
べ
て
安

い
宿
代
で
遍
路
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
道
中

日
記
の
宿
泊
先
を
見
た
な
か
で
、
遍
路
屋
や
そ
れ
に
準
ず
る
堂
庵
へ
の
宿
泊
が
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
際
に
道
中
日
記
を
書
い
て
い
る
大
部
分
が
庄
屋
な
ど

上
層
農
民
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う（15）

。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
堂
庵
は
、
道
中

日
記
を
遺
さ
な
い
よ
う
な
下
層
農
民
に
こ
そ
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
宿
泊
附
』
に
い
た
っ
て
も
依
然
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
数

の
堂
庵
が
記
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
、
遍
路
道
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を
覆
う
木
賃
宿
の
整
備
と
開
か
れ
た
堂
庵
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
上
層

下
層
を
問
わ
ず
多
く
の
遍
路
が
四
国
を
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
五
）
接
待

「
順
拝
記
」
に
は
、
他
の
道
中
日
記
と
同
様
に
「
善
根
」
と
い
う
言
葉
で
各
地
で
行
わ
れ

た
接
待
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
一
通
り
示
す
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

四
国
遍
路
を
始
め
た
日
の
三
月
八
日
に
、
早
速
七
八
番
の
道
場
寺
に
お
い
て
、
餅
三
個
・

草
鞋
一
足
・
油
元
結
・
香
物
・
飯
を
一
人
前
と
し
て
人
数
分
の
四
人
前
の
施
物
を
受
け
て
い

る
。
翌
四
日
に
も
、
八
二
番
の
根
来
寺
に
向
か
う
道
す
が
ら
大
き
な
民
家
で
、
飯
・
茶
・
し

た
し
も
の
な
ど
の
昼
食
の
接
待
を
受
け
て
い
る
。

三
月
十
四
日
に
は
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
僧
よ
り
善
根
で
宿
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
時
弥
四
郎
と
荷
物
人
が
既
に
二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
程
先
を
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
を
断
っ
て
い
る
。
十
七
日
に
は
せ
む
が
徳
島
城
下
で
油
元
結
を
買
い
求
め
て
い
る
と
、

あ
る
家
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
香
物
を
十
本
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
香
物
は
上
々
の
味
で
重

宝
し
た
と
「
順
拝
記
」
に
は
記
し
て
い
る
。
同
日
清
見
山
金
毘
羅
大
権
現
に
お
い
て
も
施
食

を
受
け
て
い
る
。

三
月
二
十
日
に
は
、
二
二
番
の
平
等
寺
の
ふ
も
と
で
宿
の
接
待
を
受
け
て
い
る
が
、
湯
を

た
き
し
た
し
も
の
な
ど
も
も
ら
っ
た
の
で
、
醤
油
代
と
し
て
十
銅
（
十
文
）
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
後
土
佐
に
入
る
と
、
接
待
の
記
述
は
登
場
し
な
く
な
る
。
土
佐
に
お
い
て
遍
路
の
規

制
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
先
に
記
し
た
が
、
そ
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。
四
月
九
日
に
三
九
番

の
寺
山
寺
を
参
詣
後
、
土
佐
伊
予
国
境
の
山
道
で
、
土
佐
で
散
々
苦
労
し
た
た
め
土
佐
領
に

少
し
で
も
入
る
と
ぞ
っ
と
す
る
と
記
し
て
あ
る
の
も
遍
路
に
と
っ
て
の
土
佐
の
厳
し
さ
を
物

語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
日
に
も
土
佐
伊
予
国
境
の
山
道
を
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の

時
も
高
知
藩
十
一
代
藩
主
山
内
豊
興
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
う
触
れ
が
出
て
い
た
た

め
か
、
土
佐
藩
領
の
村
々
は
戸
を
閉
ざ
し
て
昼
食
や
休
憩
の
場
所
に
困
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
に
は
よ
い
人
に
め
ぐ
り
あ
い
、
な
ん
と
か
食
物
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
飢
え
を
凌

い
で
い
る
。

伊
予
に
お
い
て
も
接
待
の
記
述
は
な
い
が
、
次
に
接
待
の
記
述
が
現
れ
る
の
は
四
月
二
九

日
の
讃
岐
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
徳
兵
衛
一
行
は
こ
の
日
、
本
山
寺
参
詣
後
宿
を
求
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
日
蓮
宗
が
多
く
な
か
な
か
宿
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
か
、
岡
本

村
の
平
井
伊
右
衛
門
が
善
根
で
一
行
に
宿
を
提
供
し
て
い
る
。
四
国
遍
路
の
最
終
日
の
五
月

朔
日
に
も
七
七
番
の
道
隆
寺
で
酒
食
な
ど
様
々
な
接
待
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
が
、
西
国
巡
礼
の
旅
を
控
え
て
い
る
一
行
は
接
待
を
受
け
ず
丸
亀
に
急
い
で
い
る
。

以
上
が
「
順
拝
記
」
に
み
る
接
待
の
記
述
で
あ
る
が
、
接
待
に
は
札
所
で
の
も
の
と
個
人

か
ら
受
け
る
接
待
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
遍
路
は
泊
ま
る
宿
や
昼
食
、
持
ち
歩
く
漬
け
物
な

ど
様
々
な
接
待
を
受
け
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。「
順
拝
記
」
が
す
べ
て
の
接
待
を
記
録
し
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
数
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
。
他
の
道
中
日
記
を
み

る
と
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
の
「
四
国
中
諸
日
記
」
に
は
ほ
と
ん
ど
接
待
は
記
録
さ
れ

て
い
な
い
が
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
の
「
四
国
中
道
筋
日
記
」
に
は
十
七
回
、
文
政
二

（
一
八
一
九
）
年
の
「
四
国
順
拝
日
記
」
に
は
十
二
回
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
の
「
四
国

順
礼
道
中
記
録
」
に
は
六
九
回
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
の
「
四
国
遍
路
中
并
摂
待
附
万

覚
帳
」
に
は
五
〇
回
、
天
保
十
三
年
の
「
西
国
四
国
所
々
泊
帳
」
に
は
三
二
回
の
接
待
が
そ

れ
ぞ
れ
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
四
国
順
拝
日
記
」
で
は
接
待
を
受
け
た
回
数
こ
そ

少
な
い
が
、
六
四
番
前
神
寺
と
六
五
番
三
角
寺
の
間
に
十
二
カ
所
も
め
し
・
銭
・
月
代
剃
り
・

わ
ら
づ
（
草
鞋
）
を
接
待
す
る
所
が
あ
っ
た
こ
と
、
七
〇
番
本
山
寺
か
ら
七
一
番
弥
谷
寺
に

か
け
て
も
接
待
に
出
る
人
が
多
く
十
八
カ
所
で
接
待
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
書
き
残
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
と
天
保
期
の
道
中
日
記
に
接
待
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ

わ
せ
る
と
、
特
に
化
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
接
待
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
道
中
日
記
を
書
き
残
し
て
い
る
人
物
は
庄
屋
な
ど
の
上
層
農
民
が
多
い

が
、
接
待
は
そ
う
で
な
い
下
層
農
民
こ
そ
恩
恵
に
蒙
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
四
国
遍
路
熱
の
高
ま
り
は
こ
う
し
た
接
待
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
そ
の

一
方
で
い
わ
ゆ
る
乞
食
遍
路
や
偽
遍
路
の
横
行
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
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宇是津（宇多津）
八十八水
高や村（高屋）
白峯寺札所まへ
名上峯
名上峯
国分むら
新名むら
一の宮
佛生山まち
元山村
春日川
八島ふもと
だんの浦（壇の浦）
やぐり梺（八栗）
はら村（原）
志度寺門前まへ
志度村
長尾寺門前まへ
西塚原
西塚原
前山むら
前山むら
前山むら峠
がくむら（額）
大窪寺門前まへ
五名村
大影村
かしの木
白鳥
いさ村（伊座）
いさ村（伊座）
ひけた（引田）
いせき（井関）
いせき（井関）
国堺峠
阿波国番所前
金泉寺まへ
松谷村
黒谷村
ぢぞうじまへ
安楽寺まへ
吉田むら
熊谷寺門前まへ右がハ
法輪寺門前まへ
切ばた村（切幡）
切ばた村（切幡）

藤井寺札所まへ

藤井寺
長戸庵

宇多津町
坂出市
坂出市
坂出市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
高松市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
さぬき市
東かがわ市
阿波市

東かがわ市
東かがわ市
東かがわ市
東かがわ市
東かがわ市
東かがわ市

板野町
板野町
板野町
板野町
板野町
上板町
阿波市
阿波市
阿波市
阿波市
阿波市

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考
玉や勝蔵
高宮熊蔵
林内
高を屋林蔵
常蔵
あん
辰巳や傳次郎
藤十郎
三村や治兵ヘ
池田や五郎兵ヘ
万福庵
光明庵
さくら庵
摂待あん
折や幸右衛門
落合真念あん
高松や伊八
小阪あん
米屋藤吉
一心あん
ぢぞうあん
一ノ坂弥介
花折あん
剱蔵
さつまや和作
四郎治
土浦堂あん
銀杏や治兵ヘ
善兵ヘ
とさや文七
川崎や傳七
森権平様庵
前川や金蔵
はし本や新兵ヘ
森本や林蔵
文蔵
中嶋や嘉右衛門
高嶋や佐介
あいぜん庵
山崎や卯兵衛
大こくや紋平
富や儀兵ヘ
車や伊右衛門
大和屋忠蔵
三木や廉治
ふじや虎吉
油や兵蔵

140文 50文
50文
50文
50文
50文

50文
50文
50文
50文

15文

50文

50文

50文

50文
50文
50文

50文
50文
60文
50文

50文
50文
50文

50文
50文

50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文

15銅
15銅
20文
15銅

15銅

15銅

15銅
15銅

12銅

12銅

12銅

12銅

此処名水也

ぢぞう前

右角

比處大師堂あり

札所　一丁東

門前　一丁右

三番札所　二十丁

表2『四国八十八ケ所大坂永代笠講宿泊附』に見る宿

吉野川市

吉野川市
ふしやいせ吉・
谷や伊九郎
長戸庵
磯見や太助

50文

55文
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▲

12銅

次13銅、
上20銅

神山町・美
郷村
神山町

あん

あん
左右内村
焼山寺門前まへ
右衛門杉
玉形尾
入田むら
一の宮とりいまへ
圓命村
国分寺札所前
観音寺むら
伊戸寺門前まへ
徳しま
江田むら
前原むら
立江村
櫛渕村
櫛渕村
ぬゑ村（沼江）
中角村
棚の村
大井むら
あせへ村（阿瀬比）
大年坂
大年坂
荒棚むら馬場
荒棚むら
かね内
小野むら
大戸むら
大戸むら
大戸むら
ふかせ村（深瀬）
ふかせ村（深瀬）
日和佐浦
薬王寺札所下
薬王寺札所下
片むら
片むら
山河内村
とんく
小まつ
川内村（河内）
麦の町（牟岐）
八坂八浜
あさか村（浅川）
いな村
西教村
たらん村（多良）
高その村（高園）

神山町
神山町
神山町
神山町
神山町
徳島市
徳島市
徳島市
徳島市
徳島市
徳島市
小松島市
小松島市
小松島市
小松島市
小松島市
勝浦町
勝浦町
勝浦町
阿南市
阿南市
阿南市
阿南市
阿南市
阿南市
阿南市
阿南市
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町
美波町

牟岐町
牟岐町
海陽町
海陽町
海陽町
海陽町
海陽町
海陽町

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考

岡田や仙太郎
みよしや政之丞
あん
あん
穴田民蔵
柏や喜三太
西上や徳太郎
豊住や嘉右門
大坂や新右衛門
大松や理兵ヘ
扇子や喜兵ヘ
せつたい庵
しまや光太
板や綱吉
中や実太郎
長門や京次郎
佐太郎
亀や瀧右衛門
鶴や重右衛門
柳や与一郎
半次郎
山口屋長蔵
ぢぞうあん
大谷や久吉
さくらあん
はし本や吉蔵
松本や利吉
じぞうあん
喜兵衛
政蔵
とめ岡や彦右衛門
あがや三木蔵
はし本や治郎右衛門
茶所
こんとや熊吉
はりまや又右衛門
定蔵
赤松や直兵衛
いせや丹右衛門
ぢぞう庵
布袋や和右衛門
花や喜太郎
さばせあん
いせたや甚介
新や孫右衛門
山下や清蔵
太次右衛門
麦や兵七

180文

50文

50文
60文
50文
50文
50文
50文
50文

50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
40文

50文

50文
50文

50文
50文
50文
50文
50文

50文
45文
45文
50文
45文

50文
50文

50文
50文
50文
50文
50文

12銅

18文

12銅

12文

15文

12文

12文

12文

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲
▲

此所七ツ時　宿仕る

さこ町十一丁目

柳の水

一本杉
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のね浦（野根）
飛ひ石
飛ひ石
飛ひ石
先の浜（佐喜浜）
椎名むら
みつ浦（三津）
坂本村
つろ浦（津呂）
納経場
元浦
黒耳村
吉良川
羽子浦（羽根）
名半利うら（奈半利）
田の浦（田野）
神峯寺ふもと
下山むら
川のむら（河野）
いをき（伊尾木）
新上浜
穴内むら
穴内むら
赤の浦（赤野）
西わしき（和食）
三げんや
赤岡出口
大日寺札所まへ
国分寺札所まへ
五台山札所　先
十一むら
禅師峯寺札所　先
種崎浦
高福寺札所まへ
種間寺札所まへ
高岡入口
つかじ村（塚地）
いのしり浦（井尻）
横なミ（横浪）
ごめん町（後免）
すさき町入口（須崎）
あわむら（安和）
床鍋
かけのむら（影野）
六だんじ村（六反地）
柿木山
仁井田五社札所まへ
久保川（窪川）

東洋町
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
室戸市
奈半利町
田野町
安田町
安芸市
安芸市
安芸市
安芸市
安芸市
安芸市
安芸市
芸西村

香南市
香南市
南国市
高知市

南国市
高知市
高知市
春野町
土佐市
土佐市
土佐市
須崎市
南国市
須崎市
須崎市
四万十町
四万十町
四万十町
四万十町
四万十町
四万十町

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考

よしのや茂右衛門
法海あん
おびや平吉
仏海あん
高岡屋清助
中や伴介
中や甚介
松や龍太郎
福吉や竹三郎
ふじや為之丞
久保や虎助
茶や重介
しまや村平
安田や半五郎
松吉や覚蔵
米や弥兵衛
岡田や忠五右衛門
坂本や長吉
松本や長介
丸吉や仙之丞
大こくや彦右衛門
辰蔵
湊や亀太郎
万徳や佐介
ふくしまや虎八
いづミや与右衛門
はし本や吉平
坂本や鉄平
のとや治右衛門
亀八
大道や吉平
中や銀之助
しまや辰蔵
さくらや亀吉
友治
中屋百蔵
茂右衛門
くれや源太郎
甚介
龍右衛門
ふなや文二郎
茶や重平
おくま
山田や勇平
とがのや万平
福嶋や丈平
高岡や寿八
北屋増右衛門

50文

50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
45文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
18文
50文
60文
50文
50文
18文
50文
50文
50文
50文
20文
50文
50文
16文
50文
50文
50文
45文
50文

15文

（西寺）本堂　八丁下

上りば　三丁

▲

▲

▲

▲

あん
桝や八十平
あん

50文
12文

12文

海陽町
海陽町
東洋町

馬路坂
し々くい（宍喰）
相間
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むねの上（峰の上）

こぼし川（拳川）

四万十町・
黒瀬町
黒潮町

いせや助次

かぢや又作

50文

50文
ふわら川（不破原）
さがの浦（佐賀）
しら浜（白浜）
いた浦（井田）
おきつ浦（興津）
入の新町（入野）
天満
つくら渕（津蔵渕）
つくら渕（津蔵渕）
市の瀬（市野瀬）
市の野（市野々）
久もゝ（久百々）
大木村（大岐）
大木村（大岐）
久保津（窪津）
津ろ浦（津呂）
いさ浦（伊佐）
足摺山札所まへ
上長谷
江の村
有岡村
平田むら
寺山札所まへ
市山村
宿毛町
ひろミ村（広見）
常へん村（城辺）
観自在寺札所まへ
菊川むら
上畑地村
下畑地村
高田村
柿ノ木村
悦森村
松がはな（松ガ鼻）
高くし村（高串）
光満村
稲荷札所まへ
砂わち村（則）
砂わち村（則）
下川むら
下川むら
明石寺札所茶所
卯の町
東多田
東多田
とさか（鳥坂）
札かけ

黒潮町
黒潮町
黒潮町
黒潮町
四万十町
黒潮町
黒潮町
四万十市
四万十市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
土佐清水市
三原村
四万十市
四万十市
宿毛市
宿毛市
宿毛市
宿毛市
愛南町
愛南町
愛南町
愛南町
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
宇和島市
西予市
西予市
西予市
西予市
西予市
西予市
西予市
大洲市

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考

万や竹治
角や久兵ヘ
大こくや竹蔵
みどりや寿平
花や八百作
あわや唯七
山田や喜三郎
小松や七兵ヘ
あん
七里あん
岩平
喜代蔵
悦平
玉や政次郎
岡村や嘉兵ヘ
岡崎源之進
和田や弁次
永蔵
保右衛門
みとりや長平
新や鎌介
三枡や伊之助
川嶋や惣平
柾木や徳治
さゝや仲之介
政治
國蔵
福枡や市太郎
木や為蔵
常次郎
徳三郎
善吉
喜三郎
濱田や忠治
松や浅之進
たゝみや音松
とがりや重蔵
庄太郎
よのミや与平
坂本や福松
法花津や紋二郎
ぢぞうあん

備中屋柳介
あん
米や利右衛門
小田屋浦太郎
あん

50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文
50文

50文
16文
16文
56文
16文
16文
50文
16文
50文
18文
50文
50文
60文
50文
16文
18文
16文
16文
16文
15文
16文
15文
50文
15文
15文
15文
16文
16文
16文
16文
18文

18文

16文
16文

12文

12文
15銅

15文
萬かけ物所

祝森カ

▲

▲

▲

▲
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にいや町（新谷）
内の子町入口
和田
なるや
川のぼり（川登）
よしの川（吉野川）
中太田
倉谷
二名村
熊の町入口（久万）
はたの川（畑野川）
東明神
三阪峠
桜安ば（桜休場）
久谷村
上野村
西林寺札所まへ
どうご入口（道後）
太山寺むら
ほり江（堀江）
あわい坂（粟井坂）
柳原
ほう条（北条）
あさ浪（浅海）
菊間
さが田（佐方）
大井新町
日吉村
馬ごへ村（馬越）
上新宮（上神宮）
国分寺札所まへ
桜井村
長沢むら
長沢むら
六けん茶や（六軒屋）
臼井の水
北しん町（新町）
丹原
大戸町(大頭）
小松城下
吉祥寺札所　一丁
前神寺札所まへ
西條大町
野口むら
岸の下
すミの村（角野）
舟木村
関の戸

大洲市
内子町
内子町
内子町
内子町
内子町
内子町
内子町
久万高原町
久万高原町
久万高原町
久万高原町
久万高原町
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
松山市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
東予市
東予市
西条市
西条市
西条市
西条市
西条市
西条市
西条市
新居浜市
新居浜市
新居浜市
新居浜市
新居浜市

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考

中や与兵ヘ
よしや弥太郎
亀吉
そねや竹二郎
枡や仲介
吉田や弥右衛門
河内や佐市
杉本や豊太郎
嶋や源助
大こくや卯太蔵
角や伝蔵
法雲庵
壱軒茶屋
鎌治
上野や重介
天王寺や丈作
戎や孫平
いづゝ屋仙介
ふじや弥作
善右衛門
あん
茶や仲蔵
拝志や治兵ヘ
わたや重蔵
井戸や和吉
木屋保兵ヘ
三かさや伴次
嘉兵ヘ
新屋菊二郎
大坂や幸蔵
のぼりや安介
川崎や林蔵
吉木や紋蔵
あん
長門や嘉兵衛
備前や喜代介
油や平兵ヘ
あめや定右衛門
今井や鶴蔵
今ばりや長兵ヘ
松屋源助
辻本屋やく蔵
天満や定蔵
友鶴
松尾や弥兵ヘ
角やつる次
濱や六右衛門
大和や鉄蔵

140文

18文
60文
16文
50文
20文
18文
18文
15文
15文
20文
60文

15文
18文
60文
50文
60文
50文

50文
50文
16文
16文
60文
60文
20文
60文
60文
50文
50文
18文

50文
50文
60文
20文
18文

60文
15文
60文
50文
50文
60文
50文
60文

12銅

12文

12文

大瀬谷五十丁
大瀬谷三十六丁

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
▲
▲

▲
▲

▲

20文
60文

此所大師野宿の所也
かつぱ所

▲
坂中仲右衛門
松かや儀兵ヘ
大師堂あり

大洲市
大洲市
大洲市

札かけ
大洲城下入口
都谷の橋
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津ね村（津根）
豊田村（豊岡）
さん川村（寒川）
中の庄
中の庄
平山村
平山村
平山村
椿堂
立石
さの（佐野）
雲辺寺ふもと
粟井村
辻村
観音寺
観音寺札所まへ
新名村
弥谷寺札所まへ
出釈寺札所まへ
善通寺札所まへ

四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市
四国中央市

三好市
三好市
観音寺市
山本町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
三豊市
善通寺市
善通寺市

記号地　　　　名 現行市町村名 宿　　名 旅籠銭 木銭 燈明銭 備　　考

阿ハや文右衛門
東や休兵衛
土佐やいせ蔵
油や兵吉
あん
泉や武右衛門
あん
あめや安兵ヘ
中や八百蔵
古や孫右衛門
末廣や吉右衛門
あん
土仏辻あん
平野や丈吉
角や弥吉
金や孫七
松本や竹蔵
ふじ本や佐兵ヘ
角や文吉
内田や甚右衛門

170文

50文
50文
50文
50文

60文

20文
50文
50文
50文

50文
60文
50文
60文
50文
50文

12文

12文

15文
15文

以
上
、「
順
拝
記
」
を
中
心
に
、
他
の
道
中
日
記
も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
な
か
で
、
装

束
や
荷
物
、
食
事
や
宿
・
四
国
の
交
通
事
情
・
接
待
な
ど
江
戸
時
代
の
四
国
遍
路
の
実
像
に

迫
っ
た
が
、
最
後
に
こ
の
「
順
拝
記
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
特
に

気
に
な
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
こ
の
「
順
拝
記
」
は
旅
行
し
な
が
ら
書
き
留
め
た
旅
中
で
の
道
中
日
記
と
は
異
な

り
、
旅
の
後
に
内
容
を
吟
味
推
敲
し
て
記
さ
れ
た
道
中
日
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、「
順
拝
記
」
第
三
巻
が
ま
ず
最
初
に
序
文
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
日
記
に
入
っ
て

い
く
と
い
う
整
っ
た
構
成
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
以
前
史
料
翻
刻
に
掲
載
し
た
よ
う
に
本
文
が

仮
名
交
じ
り
文
で
ル
ビ
が
入
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

出
版
物
の
構
成
・
体
裁
に
よ
く
似
て
い
る
。

「
順
拝
記
」
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
第
三
巻
の
序

文
に
あ
る
次
の
よ
う
な
文
章
に
も
う
か
が
え
る
。

扨
京
都
大
坂
は
四
国
順
礼
ハ
と
か
く
に
病
人
斗
也
、
中
国
四
国
九
州
の
参
詣
ハ
美
々
敷

衣
裳
に
て
参
詣
人
夥
し
事
也
、
愚
毫
の
重
言
書
な
ら
へ
た
る
ハ
恥
し
さ
な
れ
と
も
、
有

の
侭
を
書
ま
い
ら
す
而
巳
に
て
後
々
の
御
笑
草
に
も
な
れ
か
し
と
存
し

京
都
大
坂
か
ら
の
四
国
遍
路
は
病
人
ば
か
り
で
、
中
国
四
国
九
州
の
参
詣
人
は
美
し
い
衣

裳
を
着
て
い
る
と
い
う
対
比
が
記
さ
れ
て
お
り
、
関
西
方
面
の
旅
人
の
旅
へ
の
意
識
に
踏
み

込
ん
だ
記
述
が
あ
り
興
味
深
い
が
、
こ
こ
に
は
こ
れ
か
ら
後
の
京
都
大
坂
か
ら
の
遍
路
の
た

め
に
書
き
残
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
順
拝
記
」
の
刊
行
が
意
図
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
は
、
京
都
大
坂
を
中
心
と
し
た

関
西
に
お
い
て
四
国
遍
路
熱
が
高
ま
っ
た
時
期
と
い
え
る
。
ま
ず
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）

年
に
は
細
田
周
英
が
四
国
八
十
八
ケ
所
の
札
所
の
位
置
や
遍
路
道
な
ど
を
示
し
た
「
四
国

礼
絵
図
」
が
心
斎
橋
の
柏
原
屋
清
右
衛
門
・
与
市
に
、
順
慶
町
壱
丁
目
の
田
原
屋
平
兵
衛
を

加
え
た
大
坂
の
三
人
の
書
林
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
順
拝
記
」
の
第
一
巻
に
も
多
く
引
用

四
、
お
わ
り
に

▲

▲

▲
※現行市町村名は2006年３月現在

はし本や角助
さぬきや長四郎
あん

四国中央市
四国中央市
四国中央市

木の川村
土井むら（土居）
土井むら（土居）
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さ
れ
て
い
る
『
四
国
遍
路
道
指
南
』
も
、
こ
の
時
期
増
補
大
成
と
し
て
版
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
そ
の
海
賊
版
に
当
た
る
も
の
ま
で
現
れ
て
お
り（16）

、
関
西
方
面
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
先
に
記
し
た
四
国
遍
路
版
の
旅
館
組
合
で
あ
る
永
代
笠
講
が

大
坂
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
関
西
に
お
け
る
四
国
遍
路
熱
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
と
い

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
関
西
に
お
い
て
江
戸
時
代
後
期
、
四
国
遍
路
の
旅
が
注
目
さ
れ
る
な

か
で
、
京
都
の
人
間
が
四
国
遍
路
に
出
る
と
い
う
設
定
で
「
順
拝
記
」
の
刊
行
が
意
図
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
せ
む
と
い
う
女
性
遍
路
を
加
え
て
生
き

生
き
と
し
た
叙
述
が
さ
れ
て
い
る
の
も
、
当
時
の
女
性
遍
路
の
増
加
を
そ
の
背
景
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
二
一
番
札
所
太
龍
寺
の
奥
院
太
龍
窟
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

太
龍
寺
の
奥
院
岩
窟
の
坂
道
烈
敷
事
ハ
四
国
第
一
の
閑
地
ニ
而
深
山
幽
谷
渓
水
遠
く
樹

を
お
へ
石
高
き
こ
と
言
葉
に
も
述
が
た
く
、
巌
窟
山
の
奥
に
有
女
人
ハ
禁
す
、
此
所
に

専
子
壱
人
に
て
荷
物
を
守
る
こ
と
、
但
壱
人
故
気
得
な
れ
共
、
弥
四
郎
殿
病
気
祈
る
故

我
等
三
人
穴
へ
参
る
な
り
、
其
恐
き
岩
穴
や
う
先
々
に
参
詣
相
済
悦
入
な
り

松
浦
武
四
郎
は
、
こ
の
太
龍
窟
の
前
に
は
本
尊
弘
法
大
師
の
尊
像
と
不
動
尊
が
安
置
さ
れ

た
庵
が
あ
り
、
十
二
文
で
案
内
人
が
つ
き
、
こ
の
石
窟
に
入
る
に
は
松
明
を
灯
し
た
と
記
し

て
い
る（17）

が
、
そ
の
様
子
は
「
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
」
に
も
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
５
）。
石

窟
は
女
人
禁
制
で
あ
り
、
せ
む
は
山
に
は
入
ら
ず
一
人
で
荷
物
を
守
る
間
に
残
り
の
三
人
は

参
詣
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
は
、
女
性
の
遍
路
の
増
加
と
と
も
に
女
人
禁
制

な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
登
場
人
物
に
女
性
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
読
み
取

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（18）

。

「
順
拝
記
」
を
刊
行
を
意
図
し
た
も
の
と
し
て
も
う
一
度
見
直
す
と
、
せ
む
の
人
間
造
形

な
ど
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
思
え
る
点
も
見
え
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
実
際
四
国
を
旅
し
た
人

で
な
い
と
書
け
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、「
順
拝
記
」
の
四

月
一
四
日
の
部
分
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

図5 太龍窟（『中国四国名所跡図』）
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○
四
月
十
四
日
、
天
気
、
伊
豫
菅
生
山
迄
出
る
道
な
り
、
九
里
は
か
り
歩
ミ
、
八
里
か

間
谷
底
中
央
谷
河
山
道
左
右
に
離
れ

く
山
田
人
家
あ
り
と
い
へ
と
も
甚
悪
き
人
家
、

宿
頼
む
と
い
へ
と
も
か
し
呉
ら
れ
す
、
甚
々
め
い
わ
く
致
し
、
す
な
ハ
ち
臼
杵
村
幾

右
衛
門
方
へ
宿
す
、
庄
や
よ
り
さ
し
宿
な
り
、
此
処
朝
暮
な
ん
ば
の
粉
を
食
ス
、
悪

き
事
前
代
未
聞
也
、
参
詣
の
人
々
菅
生
山
迄
出
る
か
よ
し
、
前
日
に
宿
考
置
べ
し
、

月
は
れ
渡
り
山
河
有
て
、
幽
谷
の
地
月
を
見
て
こ
ゝ
ろ
を
慰
め
け
り
、
此
所
の
食
物

は
朝
暮
な
ん
ば
き
び
の
粉
を
食
し
、
昼
は
麁
食
を
食
ふ
て
い
な
り
、
八
里
か
間
ハ
石

臼
の
お
と
高
き
こ
と
夥
し

こ
の
日
、
徳
兵
衛
一
行
は
新
谷
を
出
発
し
大
洲
街
道
を
進
ん
だ
後
、
内
子
よ
り
大
洲
街
道

を
離
れ
、
四
四
番
の
大
宝
寺
を
目
指
し
遍
路
道
を
進
ん
で
い
る
。
こ
の
遍
路
道
は
中
央
の
谷

川
（
小
田
川
）
に
沿
っ
た
谷
底
の
道
で
あ
り
、
辺
り
に
は
あ
ま
り
裕
福
と
は
い
え
な
い
民
家

が
散
在
し
て
い
た
。
木
賃
宿
も
な
か
っ
た
よ
う
で
、
臼
杵
村
の
庄
屋
に
頼
み
、
そ
の
指
示
で

よ
う
や
く
宿
を
見
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
遍
路
道
沿
い
の
地
域
で
は
、
朝
暮
と
も
に
な
ん

ば
き
び
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
食
し
て
い
る
た
め
、
歩
い
て
い
る
間
は
石
臼
の
音
が
絶
え
な

か
っ
た
こ
と
が
驚
き
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
域
で
な
ん
ば
き
び
を
食
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
洲
藩
の
郡
奉
行
の
井

口
亦
八
が
書
い
た
『
農
家
業
状
筆
録
』（19）

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
大
洲
藩
の
山
奥
の
食
生
活
に

つ
い
て
書
い
た
部
分
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

年
始
三
日
す
き
ぬ
れ
は
、
あ
さ
と
ば
ん
は
ち
ら
し
と
て
麦
に
と
う
き
ひ
を
い
り
、
磨
に

て
ひ
き
粉
に
し
た
る
も
の
を
雑
炊
と
て
、
菜
大
根
お
し
な
へ
て
の
野
菜
を
味
噌
に
煮
、

茶
の
子
と
唱
へ
て
、
米
麦
の
内
を
壱
人
前
に
弐
三
勺
又
は
四
五
勺
も
い
る
ゝ
な
り

郡
奉
行
を
勤
め
る
な
ど
農
民
の
生
活
を
熟
知
し
て
い
る
亦
八
の
記
述
は
さ
ら
に
詳
し
く
、

農
民
は
麦
と
一
緒
に
な
ん
ば
き
び
と
を
臼
で
挽
い
た
ち
ら
し
と
い
う
も
の
を
雑
炊
に
し
て
朝

晩
食
べ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ
り
、「
順

拝
記
」
の
記
述
が
か
な
り
正
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、「
順
拝
記
」
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
含
み
つ
つ
も
、
実
際
の
旅
を
も
と
に
記

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
版
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
簡
略
な
記
載

し
か
な
い
他
の
道
中
日
記
に
は
な
い
よ
う
な
リ
ア
ル
な
記
述
が
随
所
に
な
さ
れ
て
お
り
、
四

国
遍
路
の
実
態
を
豊
か
に
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

註（1）

西
和
夫
編
『
伊
勢
道
中
日
記
―
旅
す
る
大
工
棟
梁
―
』（
平
凡
社
・
一
九
九
九
年
）。

（2）

金
森
敦
子
『
芭
蕉
は
ど
ん
な
旅
を
し
た
の
か
―
「
奥
の
細
道
」
の
経
済
・
関
所
・
景
観
―
』（
晶
文
社
・

二
〇
〇
〇
年
）。

（3）

深
井
甚
三
『
江
戸
の
宿
―
三
都
・
街
道
宿
泊
事
情
―
』（
平
凡
社
新
書
・
二
〇
〇
〇
年
）。

（4）

神
崎
宣
武
『
江
戸
の
旅
文
化
』（
岩
波
新
書
・
二
〇
〇
四
年
）。

（5）

金
森
敦
子
『
伊
勢
詣
と
江
戸
の
旅
―
道
中
日
記
に
見
る
旅
の
値
段
―
』（
文
春
新
書
・
二
〇
〇
四
年
）。

（6）

「
四
国
西
国
順
拝
記
」（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
、
受
入
番
号
一
〇
一
六
）
に
つ
い
て
は
、『
愛
媛

県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
６
号
（
二
〇
〇
一
年
）
に
資
料
紹
介
及
び
第
三
巻
の
資
料
翻
刻
を
掲

載
し
た
。
な
お
、
第
三
巻
の
記
載
に
は
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
本
稿
で
の
引
用
に

あ
た
っ
て
は
煩
雑
に
な
る
た
め
す
べ
て
省
略
し
た
。

（7）

新
城
常
三
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
研
究
』（
塙
書
房
・
一
九
八
二
年
）、
山
本
和
加
子
氏
『
四

国
遍
路
の
民
衆
史
』（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
九
五
年
）、『
四
国
遍
路
の
あ
ゆ
み
』（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

二
〇
〇
一
年
）、
頼
富
本
宏
・
白
木
利
幸
『
四
国
遍
路
の
研
究
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
二
〇

〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（8）

「
中
国
四
国
名
所
旧
跡
図
」（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
、
受
入
番
号
一
三
七
二
）。

（9）

本
稿
で
「
四
国
西
国
順
拝
記
」
と
の
比
較
に
用
い
た
四
国
遍
路
の
道
中
日
記
は
次
の
九
点
で
あ
る
。
①

京
都
智
積
院
の
僧
澄
禅
が
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
七
月
一
八
日
に
高
野
山
を
出
発
し
、
四
国
を
巡
り
十

月
二
八
日
に
和
歌
山
に
戻
る
ま
で
の
百
日
間
に
及
ぶ
「
四
国
遍
路
日
記
」（
伊
予
史
談
会
双
書
第
３
集
『
四

国
遍
路
記
集
』
一
九
八
一
年
）、
②
讃
岐
豊
田
郡
井
関
村
の
佐
伯
藤
兵
衛
が
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
二
月

二
七
日
か
ら
四
月
十
日
ま
で
四
国
遍
路
を
行
っ
た
四
三
日
間
の
日
記
「
四
国
辺
路
中
万
覚
日
記
」（『
香
川

県
史
』
第
９
巻
・
一
九
八
七
年
）、
③
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
二
月
十
七
日
に
同
行
四
人
と
と
も
に
出
発

し
、
帰
宅
二
、
三
日
前
と
思
わ
れ
る
四
月
十
八
日
に
記
述
が
終
わ
る
伊
予
伊
予
郡
上
野
村
玉
井
元
之
進
の

六
一
日
間
に
わ
た
る
遍
路
の
日
記
「
四
国
中
諸
日
記
」（
喜
代
吉
栄
徳
『
四
国
辺
路
研
究
』
第
一
二
号
・
一

九
九
七
年
）、
④
阿
波
の
住
民
（
氏
名
不
詳
）
が
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
三
月
二
〇
日
に
出
発
し
、
五

月
三
日
十
九
番
の
立
江
寺
で
打
ち
止
め
す
る
ま
で
の
七
三
日
間
の
遍
路
日
記
「
四
国
遍
礼
名
所
図
絵
」（
伊

予
史
談
会
双
書
第
３
集
『
四
国
遍
路
記
集
』
一
九
八
一
年
）、
⑤
土
佐
土
佐
郡
朝
倉
村
の
兼
太
郎
が
文
化
二
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（
一
八
〇
五
）
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
四
国
遍
路
を
行
っ
た
三
二
日
間
の
日
記
「
四
国
中
道

筋
日
記
」（
喜
代
吉
栄
徳
『
四
国
辺
路
研
究
』
第
一
一
号
・
一
九
九
七
年
）、
⑥
土
佐
北
川
郷
長
山
村
の
新

井
頼
助
が
四
国
遍
路
に
出
発
し
て
か
ら
七
日
目
の
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
二
月
二
一
日
よ
り
帰
宅
す
る

四
月
一
三
日
ま
で
書
き
記
し
た
五
七
日
間
の
日
記
「
四
国
順
拝
日
記
」（
広
江
清
『
近
世
土
佐
遍
路
資
料
』

一
九
六
六
年
）、
⑦
讃
岐
三
野
郡
吉
津
村
の
住
民
（
氏
名
不
詳
）
が
同
行
八
人
と
と
も
に
天
保
四
（
一
八
三

三
）
年
二
月
二
〇
日
に
出
発
し
、
四
月
二
日
に
帰
宅
す
る
ま
で
の
日
記
「
四
国
順
礼
道
中
記
録
」（
喜
代
吉

栄
徳
『
四
国
辺
路
研
究
』
第
三
号
・
一
九
九
四
年
）、
⑧
武
蔵
旗
羅
郡
中
奈
良
村
の
野
中
彦
兵
衛
が
、
同
行

一
人
と
と
も
に
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
二
月
に
居
村
を
出
発
し
、
三
月
七
日
よ
り
打
ち
始
め
、
四
月
八

日
に
打
ち
止
め
し
、
五
月
七
日
に
帰
宅
す
る
ま
で
の
日
記
「
四
国
遍
路
中
并
摂
待
附
万
覚
帳
」（
喜
代
吉
栄

徳
『
四
国
辺
路
研
究
』
第
四
号
・
一
九
九
四
年
）、
⑨
駿
河
駿
東
郡
大
御
神
村
の
天
野
文
左
衛
門
が
同
行
二

人
と
と
も
に
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
正
月
二
二
日
よ
り
五
月
二
七
日
に
か
け
て
西
国
と
四
国
を
寺
社

参
詣
し
た
時
の
日
記
「
西
国
四
国
所
々
泊
控
帳
　
参
詣
所
并
其
外
日
記
控
帳
」（『
小
山
町
誌
』
第
二
巻
・

一
九
九
一
年
）。

（10）

『
四
国
遍
路
道
指
南
』（
伊
予
史
談
会
双
書
第
３
集
『
四
国
遍
路
記
集
』
一
九
八
一
年
）。

（11）

谷
脇
温
子
「
愛
媛
県
下
の
巡
礼
参
詣
絵
馬
に
関
す
る
一
考
察
―
四
国
遍
路
と
伊
勢
参
宮
の
絵
馬
を
事
例

と
し
て
―
」（『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
・
一
九
九
九
年
）。

（12）

『
四
国
八
十
八
ヶ
所
大
坂
永
代
笠
講
宿
泊
附
』（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
、
受
入
番
号
一
〇
五
〇
）。

（13）

四
カ
所
の
旅
籠
に
つ
い
て
も
、
食
事
な
し
の
木
賃
の
み
で
も
泊
ま
れ
る
よ
う
に
料
金
設
定
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
木
賃
宿
と
し
て
数
え
た
。

（14）

『
四
国
八
十
八
ケ
所
大
坂
永
代
笠
講
宿
泊
附
』
に
見
ら
れ
る
木
賃
宿
の
料
金
は
、
他
の
道
中
日
記
で
は

最
高
で
二
〇
文
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
か
な
り
割
高
の
よ
う
に
思
え
る
。

（15）

道
中
日
記
の
作
者
の
階
層
を
分
か
る
も
の
だ
け
で
も
掲
げ
る
と
、
讃
岐
井
関
村
の
佐
伯
藤
兵
衛
、
伊
予

上
野
村
の
玉
井
元
之
進
、
武
蔵
中
奈
良
村
の
野
中
彦
兵
衛
の
三
人
は
庄
屋
、
駿
河
国
大
御
神
村
天
野
文
左

衛
門
は
庄
屋
の
子
供
、
土
佐
長
山
村
の
新
井
頼
助
は
名
本
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
上
層
農
民
と
い
え
る
。

（16）

『
四
国
遍
路
道
指
南
増
補
大
成
』
は
、
真
念
が
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
著
し
た
『
四
国
遍
路
道
指

南
』
を
、
真
念
の
同
志
の
洪
卓
が
増
補
改
編
し
た
も
の
で
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
版
元
六
名
に
よ
り
、

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
、
以
後
文
化
四
（
一
八
〇
七
）、
十
一
、
十
二
年
、
天
保

七
（
一
八
三
六
）
年
と
版
を
重
ね
た
が
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
『
四
国
遍
路
道
指
南
増
補
大

成
』（
受
入
番
号
九
二
八
）
は
心
斎
橋
の
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
小
嶋
屋
勘
右
衛
門
の
大
坂
の
書
林
二
人
を
版

元
に
し
て
お
り
、
本
州
か
ら
四
国
へ
の
渡
海
コ
ー
ス
に
讃
岐
志
度
浦
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
一
部
記
述
が
異

な
る
。

（17）

『
松
浦
武
四
郎
紀
行
集
』
中
巻
（
富
山
房
・
一
九
七
五
年
）。

（18）

「
順
拝
記
」
は
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
実
際
に
は

刊
行
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（19）

「
農
家
業
状
筆
録
」（『
日
本
農
書
全
集
』
三
十
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
・
一
九
八
二
年
）。
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